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　　　　　ま　え　が　き

　この年報は、海南市消防本部管内の消防現勢及び令和7年中の消防業務に

関する諸般の状況を収録し、本市消防の実情を広く一般に紹介するとともに

これからの消防行政を推進する資料とするため編集したものであります。

　消防行政の現況をご理解いただき、今後の防火防災の一助として本書をご

活用いただければ幸いと存じます。
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【海南市の概況】

れ、つり公園シモツピアーランドでは季節ごとにいろいろな魚を釣ることができます。

　産業面では日本四大漆器の一つである「紀州漆器」の産地としても知られ、日用家庭用品（特に

　海南市は、平成１７年４月１日に旧海南市と旧下津町が合併し誕生した市で「元気　ふれあい　

安心のまち　海南」を将来像としています。

　黒潮の影響により四季を通し比較的温暖な気候に恵まれていることから、昔から南部ではみかん

栽培が盛んで、貯蔵した晩生みかんである「蔵出しみかん」が好評を博しています。さらに、びわ

桃の栽培が活発であるほか、紀伊水道を臨む沿岸部ではシラス・ハモ・ワカメなど海の幸にも恵ま

　また、万葉の昔から和歌にも詠まれている名勝の地である海南市には、いにしえの都人が訪れ詠

んだ歌も多く、景色を愛で、恋する人を想う歌などの１４首の万葉歌碑が建っています。

　そして、今も往時の面影を残す熊野古道が南北に走り、そこに９つの王子跡が点在しています。

　≪位置と地勢≫

水まわり製品）の出荷も全国的に高いシェアを上げ、需要に合った製品開発が活発に行われていま

す。

　和歌山県の北西部に位置し、北は和歌山市、東は紀美野町、南は有田市に隣接しています。中央

　現在の海南市には阪和自動車道に３つのインターチェンジがあり、大阪市内や関西国際空港から

のアクセスが非常に良好になっています。

　　　　人　口　　４５，５３１人

　　　　世帯数　　２１，８７８世帯

　　　　（令和８年３月３１日現在）

に藤白山脈、南に長峰山脈が走り、緑豊かな自然が豊富で、西は紀伊水道に面し、美しい海を見渡

すことができます。

　　　　面　積　　１０１．０６ｋ㎡　　　位　置 和歌山県

WAKAYAMA
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火剤貯蔵タンクが設置され、同時に泡原液搬送車１台の委託管理を受け消防

署に配置する。

昭和 48 年 消防職員５１名から増員され５４名となる。

和歌山県が特殊災害対策用資機材として冷水埋立地に３７，７６０ℓ の泡消

高層建築物の火災、救助に備えて、屈折はしご付消防自動車を消防署に配置

する。

有田市及び下津町との消防業務協定｣が締結される。

昭和 47 年 消防職員４８名から増員され５１名となる。

消防本部事務所を増築する。（増築面積５７．６㎡）

8 月 和歌山下津港の船舶火災等について｢田辺海上保安部と和歌山市、海南市、

8 月 消防職員３９名から増員され４８名となる。

昭和 46 年

援協定が締結される。

7 月 隣接３市１町５事業所により石油コンビナート災害に備え、広域消防相互応

昭和 41 年 4 月 新庁舎で消防業務を開始する。

11 月 消防職員３５名から増員され３９名となる。

る。

４㎡）竣工、同時に第１水防倉庫（鉄筋コンクリート４３．９３㎡）竣工す　　

9 月 海南市日方１２７１番地５に消防庁舎（鉄筋コンクリート２階建４７０．２

昭和 40 年 4 月 消防無線局を開設し、基地局１局・移動局２局で運用開始する。

昭和 39 年 9 月 消防職員３３名から増員され３５名となる。

所、消防職員２８名から増員され３３名となる。

昭和 38 年 9 月 東部地区の防災体制充実のため、海南市野上中１６７番地５に東分遺所を開

昭和 35 年 消防職員が増員され２８名となる。

昭和 34 年 海南市内に上水道が完成し、同時に消防用消火栓が設置された。

消防団となる。（３月７日発足）

昭和 24 年 3 月 消防団常備部を廃止、消防本部・消防署に改め、１消防本部・１消防署・１

消防団も黒江・日方・内海・大野・冷水地区の５分団に組織する。

自治体消防に生まれ変わる。

昭和 23 年 5 月 消防組織法の制定により警察行政の傘下にあった消防行政部門が分離され、

昭和 22 年 4 月 警防団から消防団に改名する。

１３名をもって市庁舎の一角に発足する。

14 年 4 月 警防団と改名し、併行して常備消防部が組織され消防車１台を配置し、部員

人により組織され、海南市消防組として発足する。

【旧海南市・消防の歩み】
明治 27 年 5 月 黒江・日方・内海各町と大野村に消防組を設置する。

昭和 45 年

リンポンプ、蒸気ポンプ、手押しポンプ）合わせて１０台と消防組員２５０

昭和 9 年 5 月 黒江・日方・内海各町と大野村の合併により海南市が誕生し、ポンプ（ガソ

昭和
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4 月 和歌山県防災航空隊発足により、航空隊員として１名を派遣する。

平成 9 年 3 月 耐震性貯水槽（１００㎥型）を黒江地区に新設する。

平成 8 年 高規格救急車を消防署に配置する｡

宅防火診断を開始する。

12 月 災害弱者の被害の軽減を目的とする住宅防火診断マニュアルを作成し、住

8 月 和歌山県総合防災訓練を、海南インテリジェントパークで実施する。

救急救命士養成を開始する。

平成 7 年 消防職員２名増員され６７名となる。

全国消防ポンプ操法大会へ県代表として出場した。

和歌山県消防ポンプ操法大会において消防ポンプの部で黒江分団が優勝、

消防職員２名増員され６５名となる。

平成 6 年 原液搬送車（４，０００ℓ）を消防署に配備する。

消防職員定数改定により、消防職員６３名から６７名に改正される。

海南市消防本部に水難救助隊発足する。

３５ｍ級梯子車（新潮号）を消防署に配置する。

平成 4 年 通信室に聴覚障害者用ファクシミリを設置する。

平成 2 年 耐震性貯水槽（６０㎥型）を日方新浜地区に新設する。

昭和 61 年 消防職員６１名から増員され６３名となる。

昭和 60 年 3 月 海南市野上中１６６番地１に東出張所（鉄骨２階建２４６㎡）竣工する。

3 月 海南湯浅道路が開通する。

2 月 １１９番受信装置・電子電話交換機を通信室に設置する。

昭和 59 年 救助工作車（照明・クレーン・ウインチ装置付）を消防署に配置する。

昭和 56 年 警守通信室を増築する。（増築面積８．２㎡）

昭和 年 大型化学車を消防署に配置する。55

泡原液搬送車を和歌山県より、無償譲与を受け消防署に配置する。

５２㎡）竣工する。

昭和 54 年 12 月 海南市日方１２８９番地１４８に石油コンビナート用車両の倉庫（２１８．

高所放水車（２７ｍ級）を消防署に配置し石油コンビナート災害に備える。

消防職員５９名から増員され６１名となる。

昭和 50 年 4 月 消防本部２課制を実施、東分遣所を東出張所に昇格する。

昭和 53 年 10 月 隣接野上町との消防相互応援協定が締結される。

第３水防倉庫（鉄骨造３８㎡）竣工する。

昭和 49 年 消防職員５４名から増員され５９名となる。

阪和道路が開通し、海南市内にインターチェンジ２カ所できる。

6 月 東分遣所救急業務を開始する。

昭和 52 年
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平成 16 年 3 月 大型化学高所放水車（２２ｍ級）を消防署に配置する。

6 月 第１回海南市・下津町合併協議会が開催される。

4 月 初の女性消防職員を１名採用。

平成 15 年 3 月 高規格救急車１台を消防署に配置し全救急車両が高規格救急車となる｡

平成 14 年 12 月 海南市・下津町合併研究会が発足される。

平成 13 年 1 月 耐震性貯水槽６０㎥ 型を野上中地区に新設する。

催予定）

11 月 事業所を対象とした防火管理者資格講習会開催する。（以後、２年毎に開

7 月 高規格救急車を東出張所に配置する。

5 月 耐震性貯水槽（飲料水兼用１００㎥ 型）を日方地区に新設する。

4 月 ４月１日より新庁舎にて業務開始する。

緊急消防通信指令装置を新規導入する。

庁舎竣工式

　４０㎥級

防火水槽

　延べ面積　６０．５９㎡

　構　　造　鉄骨造平屋建

資機材備蓄倉庫

　延べ面積　１５９．５㎡

　階　　数　５階建

　構　　造　鉄筋コンクリート

訓練塔

　階　　数　３階建１部平屋建

　構　　造　鉄筋コンクリート

　延べ面積　２，６５３．１６㎡

　建築面積　１，３７４．５３㎡

平成 11 年 2 月 新消防庁舎（海南市日方１２９４番地１３）に移転

消防庁舎・防災センター

庁舎概要
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昭和 58 年 2 月 加茂分団下・小・梅班　器具置場移転

11 月 町防災会館　完成

昭和 57 年 3 月 町防災無線　完成

脇ノ浜地区防火水槽（１００㎥）完成

昭和 56 年 3 月 消防無線前進基地局「下津消防まるた」１局移動局「下津消防８」運用開始

11 月 消防百年記念消防団全国大会

昭和 55 年 2 月 泡原液搬送車（４，０００ℓ）消防署に配備する。

庁舎竣工式

　建築面積　６７９．４９㎡

　敷地面積　１，３８５．１８㎡

　階　　数　３階、塔屋１階建

　構　　造　鉄筋コンクリート造

庁舎概要

昭和 55 年 1 月 新消防庁舎（下津町下津５１８番地６）に移転、業務開始。

昭和 54 年 3 月 梯子付大型高所放水車を消防署に配備する。

7 月 下津分団上班消防器具置場格納庫完成。

昭和 53 年 2 月 大型化学消防車を消防署に配備する。

昭和 52 年 4 月 百垣内地区消火栓通水式。

11 月 全国消防団ポンプ操法に仁義分団出場。

8 月 県下消防団ポンプ操法大会において仁義分団優勝（ポンプ車の部）

昭和 49 年 4 月 大型放水砲（３，０００ℓ型）消防署に配備する。

昭和 48 年 12 月 消防無線開局（基地局１、移動局５）

10 月 全国消防団ポンプ操法に大崎分団方班出場。

8 月 県下消防団ポンプ操法大会において大崎分団方班優勝（小型ポンプの部）

消防本部(署)を下津支所（旧役場　下津町下津５００番地１）に移転する。

7 月 下津町消防本部及び消防署設置等に関する町条例制定する。

４６年６月１日　自治省告示１１０号）により政令指定。

昭和 47 年 4 月 「消防本部及び消防署を置かなければならない町村を指定する告示」（昭和

関する相互応援協定」が締結される。

昭和 43 年 8 月 有田市と下津町の境界線付近等の火災について「有田市と下津町との消防に

月

援協定が締結される。

昭和 41 年 7 月 隣接３市１町５事業所により石油コンビナート災害に備え、広域消防相互応

化学消防車を消防署に配備する。

12 月 下津町防災会議条例を制定する。

【旧下津町・消防の歩み】
昭和 34 年 12 月 下津消防本部（署）発足。本部員２名・兼務５名

昭和 37 年 3 月 下津町火災予防条例を制定する。

昭和 36 年 3
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平成 4 年 2 月 梯子付大型高所放水車を消防署に更新配備する。

大型化学消防自動車を消防署に更新配備する。

土井原地区　防火水槽（５０㎥）完成

10 月 黒田地区　防火水槽（５０㎥）完成

丸田地区　防火水槽（１００㎥）完成

3 月 加茂分団中班器具置場　完成

大崎地区　防火水槽（５０㎥）完成

平成 3 年 2 月 沓掛地区　防火水槽（５０㎥）完成

笠畑地区　防火水槽（５０㎥）完成

10 月 大崎地区　防火水槽（５０㎥）完成

昭和 63 年 2 月 水槽車（水積載６，５００ℓ）を消防署に配備する。

加茂分団小松原班器具置場　完成

12 月 大崎分団方班器具置場　完成

11 月 沓掛地区　防火水槽（５０㎥）完成

大崎分団三郷班器具置場　完成

3 月 加茂分団下・小・梅班器具置場　完成

塩津地区　防火水槽（４０㎥）完成

昭和 62 年 1 月 日消特別表彰「まとい」授彰式　日本消防会館

加茂分団青枝班器具置場　完成

加茂分団市坪班器具置場　完成

加茂分団大窪班器具置場　完成

下津分団小畑班器具置場　完成

下津分団小原班器具置場　完成

12 月 下津分団鰈川班器具置場　完成

9 月 塩津幼稚園幼年消防クラブ発足

下津分団上班器具置場　完成

下津分団脇ノ浜班器具置場　完成

加茂分団橘本班器具置場　完成

大崎分団大崎班器具置場　完成

昭和 61 年 3 月 大崎分団戸坂班器具置場　完成

月

昭和 60 年 3 月 救助工作車を消防署に配備する。

12 月 県共通波無線局設置

救助用ボート（アキレス）消防署に配備する。

昭和 59 年 2 月 大崎分団戸坂班器具置場　完成

3 月 海南湯浅道路が開通する。

塩津分団器具置場　完成

昭和 58 年 6
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3 月 高規格救急車を消防署に更新配備する。

小型動力ポンプ軽積載車を消防署に更新配備する。

支援広報車を消防署に更新配備する。

平成 17 年 2 月 指揮車を消防署に更新配備する。

10 月 市坪地区　防火水槽（４０㎥）完成

平成 15 年 9 月 第４０回　和歌山県総合防災訓練（下津町潮見台）

11 月 上地区　防火水槽（４０㎥）完成

平成 14 年 3 月 ポンプ車（ＣＤ－１）を消防署に更新配備する。

10 月 青枝地区　防火水槽（４０㎥）完成

平成 13 年 4 月 新消防緊急通信指令装置（Ⅰ型）運用開始

平成 12 年 10 月 新田地区　防火水槽（４０㎥）　完成

12 月 塩津地区　防火水槽（４０㎥）完成

平成 11 年 3 月 泡原液搬送車（４，０００ℓ）を消防署に更新配備する。

12 月 小畑地区　防火水槽（４０㎥）完成

平成 8 年 4 月

方地区　防火水槽（１００㎥）完成

救急救命士養成を開始する。

3 月 高規格救急車を消防署に配備する。

平成 10 年 1 月

小畑地区　防火水槽（５０㎥）完成

丁地区　防火水槽（５０㎥）完成

11 月 下地区　防火水槽（５０㎥）完成

平成 7 年 1 月 Ⅱ型化学消防自動車を消防署に更新配備する。

平成 5 年 9 月 塩津地区　防火水槽（５０㎥）完成

11 月

大崎地区　防火水槽（５０㎥）完成

11 月
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【海南市・消防の歩み】
平成 17 年 4 月 旧海南市と旧下津町が合併し、新海南市が誕生。本部所有車両（消防ポン

プ積載車４０台・小型ポンプ７台）、職員１０１名・消防団員７３３名に

プ自動車等４０台）、団所有車両等（ポンプ自動車１２台・小型動力ポン

月 大窪地区　防火水槽（４０㎥）完成

より組織され、海南市消防本部として発足した。

図る。

平成 18 年 3 月 高機能消防指令センターを新たに構築し、合併後の通信指令業務の統一を

12

11 月 指揮車を海南消防署に配備

消防無線設備を更新し、合併後の無線通信体制の整備を図る。

平成 19 年 3 月 ポンプ車（ＣＤ－Ⅰ）を海南消防署東出張所に更新配備

野上中地区・戸坂地区　防火水槽（４０㎥）完成

下津消防署耐震補強工事完了

小型動力ポンプ軽積載車を海南消防署東出張所に更新配備

10 月 海南市婦人消防隊が横浜市において開催された第１８回全国女性消防操法

4 月 防災航空隊に職員１名派遣

興地区　防火水槽（４０㎥）完成

大会に出場

10 月 下地区　防火水槽（４０㎥）完成

平成 20 年 3 月 下津小学校飲料水兼用防火水槽（１００㎥）完成

平成 21 年 1 月 救助工作車を海南消防署に更新配備

12 月 方地区　防火水槽（４０㎥）完成

平成 22 年 2 月 岡田地区　防火水槽（２０㎥）完成

12 月 日方地区　防火水槽（４０㎥）完成

平成 23 年 3 月 高規格救急車を海南消防署に更新配備

3 月 救助資機材搬送車を下津消防署に配備

平成 24 年 11 月 水防用資機材倉庫アルミ製コンテナを東出張所に配備

平成 24 年 3 月 高規格救急車を下津消防署に更新配備

設置調印

平成 25 年 10 月 海南市、和歌山市、那賀消防組合及び紀美野町消防通信指令事務協議会

和歌山広域消防指令センターを開設し、海南市、和歌山市、那賀消防組合、月

紀美野町各消防本部の通信指令業務の共同運用を開始

消防救急デジタル無線運用開始

4

平成 26 年 1 月 下津野地区　防火水槽（４０㎥）完成

月3 高規格救急車を東出張所に更新配備平成 27 年

黒江地区　防火水槽（４０㎥）完成9 月

に更新配備

高層建築物の火災、救助に備えて、屈折はしご付消防自動車を海南消防署月1年28平成

4 月 防災航空隊に職員１名派遣
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12 月 救助用ボートを下津消防署に更新配備　

上谷地区　防火水槽（４０㎥）完成

11 月 鰈川地区　防火水槽（４０㎥）完成

平成 31 年 1 月 資材搬送車を海南消防署東出張所に配備　

12 月 ポンプ車（ＣＤ－Ⅰ）を海南消防署に更新配備

阪井地区　防火水槽（４０㎥）完成11 月平成 29

平成 30 年 4 月 消防庁の女性消防吏員活躍推進アドバイザーに職員１名が就任

年

令和 2 年 1 月 消防用小型多目的自動車を海南消防署に配備

3 月 第２水防倉庫を且来地区に更新配備

令和 3 年 1 月 化学消防車（Ⅰ型）を海南消防署に更新配備　

高規格救急車を海南消防署に更新配備

12 月 船尾地区　防火水槽（４０㎥）完成

2 月 ポンプ車（ＣＤ－Ⅰ）を下津消防署に更新配備

令和 4 年 1 月 小型動力ポンプ軽積載車を海南消防署に更新配備　

3 月 資材搬送車を下津消防署に更新配備　

2 月 資材搬送車を海南消防署に更新配備　

令和 6 年 2 月 小型動力ポンプ軽積載車を海南消防署東出張所に更新配備　

令和 5 年 2 月 高規格救急車を下津消防署に更新配備

令和 7 年 2 月 小型動力ポンプ軽積載車を下津消防署に更新配備　

4 月 組織改正　予防課と警防課を統合し、警防課とする。

12 月 １２月１２日より、有田市が和歌山広域消防指令センター

にて通信指令業務の共同運用を開始

庁舎概要

海南消防署東出張所（海南市阪井１４５３番地１）に移転

　構　　造　鉄筋コンクリート

消防庁舎

　敷地面積　１，５２５．４６㎡

　階　　数　２階建

水防倉庫・備蓄倉庫

　延べ面積　３９５．０４㎡

　構　　造　鉄骨造平屋建

自家給油施設

　延べ面積　８７．３３㎡

　ガソリン　６ＫＬ　　軽油　４ＫＬ

　７２時間稼働可能

非常用発電機

消防本部に広報車を更新配備

3 月 ３月１日より、海南消防署東出張所新庁舎にて業務開始する。

　４０㎥級

防火水槽
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広報車
（消防本部　配備）

防災航空隊に職員１名派遣

黒江地区　防火水槽（４０㎥）完成

4 月

令和 7 年 3 月 消防本部非常用発電機再整備を図り、１１８時間稼働可能となる。

消防本部庁舎のＬＥＤ化整備を図る。

泡原液搬送車を海南消防署に更新配備

令和 8 年

11月

1月 広報車を消防本部に更新配備

泡原液搬送車
（海南署　配備）
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【消防本部（署・所）の部】
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【事務分掌】 

総務課 

庶務係 

1  条例、規則、規程等の制定及び改廃に関すること。 

2  国、県補助金申請等に関すること。 

3  公印の管理に関すること。 

4  文書の収受、発送及び整理保管に関すること。 

5  予算及び決算に関すること。 

6  職員の任免等人事に関すること。 

7  職員の給与及び消防団員の報酬等に関すること。 

8  職員の福利厚生及び給貸与品に関すること。 

9  職員の公務災害補償に関すること。 

10 物品の購入及び出納に関すること。 

11 消防職員委員会及び消防長会等に関すること。 

12 消防庁舎の維持管理に関すること。 

13 防災センターに関すること。 

14 他の課係の所管に属さない事項に関すること。 

 

消防団係 

1  消防団員の教養研修に関すること。 

2  消防団員の任免等人事に関すること。 

3  消防団員の福利厚生及び給貸与品に関すること。 

4  消防団員の公務災害補償に関すること。 

5  消防団員の諸会議及び諸行事に関すること。 

6  消防団施設に関すること。 

7  前各号に掲げるもののほか、消防団に関すること。 

警防課 

警防係 

1  消防計画に関すること。 

2  水火災等の警戒及び防御に関すること。 

3  災害の警備に関すること。 

4  消防及び水防訓練に関すること。 

5  自衛消防組織及び自主防災組織の訓練指導に関すること。 

6  石油コンビナート等災害防止法(昭和 50 年法律第 84 号)に係る事務に関すること。 

7  消防地水利の開発及び保全に関すること。 

8  水防倉庫等及び水防資器材等の保全に関すること。 

9   前各号に掲げるもののほか、防災啓発、施設管理運用、及びその他警防に関すること。 

        

予防係 

1   火災予防の対策及び広報に関すること。 
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2   予防査察及び防火指導に関すること。 

3   防火管理者に関すること。 

4   消防用設備等の設置指導に関すること。 

5   予防関係各届出の事務処理に関すること。 

6  防火運動に関すること。 

7  建築物の確認及び許認可の同意事務及び各種証明に関すること。 

8  火災の原因及び損害調査に関すること。 

9  火災等の統計に関すること。 

10 危険物の規制に関すること。 

11 指定可燃物の規制に関すること。 

12 危険物取扱者及び危険物施設の管理に関すること。 

13 液化石油ガスその他高圧ガスの防火に関すること。 

14 火薬その他特殊な物質の防火に関すること。 

15  前各号に掲げるもののほか、予防及び危険物に関すること。 

 

消防署・出張所 

予防係 

1  火災予防対策及び予防広報に関すること。 

2  予防査察及び防火指導に関すること。 

3  防火管理者に関すること。 

4  消防用設備等の設置指導に関すること。 

5  危険物及び指定可燃物の規制に関すること。 

6  火災の原因及び損害調査に関すること。 

7  予防関係各種届出の事務処理に関すること。 

 

警防係 

1  火災の警戒、防御及び警防対策に関すること。 

2  消防地水利に関すること。 

3  水防活動に関すること。 

4  消防及び水防訓練に関すること。 

5  機械器具の保管及び点検に関すること。 

6  消防団に関すること。 

 

救急係 

1  救急業務に関すること。 

2  救急資器材・車両の管理及び点検に関すること。 

3  応急手当普及啓発活動に関すること。 

4  感染防止に関すること。 

5  救急隊員の教育・訓練に関すること。 
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救助係 

1  救助事務に関すること。 

2  救助訓練に関すること。 

3  潜水事務に関すること。 

4  潜水訓練に関すること。 

5  救助機械器具の管理及び点検に関すること。 

6  救助隊員の教育に関すること。 

7  救助訓練施設の維持、管理及び運用に関すること。 

8  救助用車両の整備及び運行事務に関すること。 

 

通信係 

1  消防通信施設の維持、管理及び運用に関すること。 

2  消防通信の情報収集に関すること。 

3  各種災害における関係機関への連絡体制に関すること。 

4  物品等の購入及び出納並びに維持及び管理に関すること。 

5  各問合せの対応に関すること。 

6  前各号に掲げるもののほか、庶務に関すること。 
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東　出　張　所 　消防庁舎
鉄筋コンクリート
2階建

395.04㎡

阪井
1453番地1

海南市消防本部
（海南消防署）

付　属　施　設

名　　称 面　　積

付　属　施　設

名　　称 用　　途 所　在　地 構　　造 面　　積

第2水防倉庫 水防資機材倉庫 鉄骨平屋建 19.50㎡

方水防倉庫

（器具置場兼用）

方

【消防施設（建物）の現況】
名　　称 用　　途 所　在　地 構　　造 面　　積 竣　工　年　月

鉄筋コンクリート 延　床

日方
1294番地13

1,374.53㎡

延　床

2,653.16㎡

鉄筋コンクリート

3階建

一部平屋建

建　築

5階建 159.50㎡

延　床

竣　工　年　月

平成11年 2月

　水防倉庫
　備蓄倉庫

87.33㎡

　消防庁舎
　
　防災センター

　訓練塔

　資機材備蓄
　倉庫 60.59㎡

鉄骨平屋建

令和 7年 2月

鉄骨造平屋建

用　　途 所　在　地 構　　造

竣　工　年　月

下　津　消　防　署
下津

昭和55年 1月
518番地6

　消防庁舎

　庁舎内訓練塔

鉄筋コンクリート

3階建

1,405.95㎡

30.69㎡

防災資機材倉庫 防災資機材倉庫 鉄骨平屋建 72.84㎡

竣　工　年　月

第1水防倉庫 水防資機材倉庫 鉄骨平屋建 145.68㎡
日方

名　　称 用　　途 所　在　地 構　　造 面　　積

下津水防倉庫

（庁舎中2階）

鉄筋コンクリート

3階建

下津

518番地6

385番地7

橘本

968番地

水防資機材倉庫 鉄骨2階建

橘本水防倉庫

54.02㎡

123番地10

昭和54年12月

平成23年 3月

水防資機材倉庫 35.36㎡ 昭和59年 2月

40.00㎡

昭和62年12月

水防資機材倉庫 18.15㎡ 昭和55年 1月

平成31年 3月

1289番地148

且来

272番地

水防資機材倉庫 鉄骨平屋 4.41㎡

曽根田水防倉庫

（器具置場兼用）

塩津水防倉庫

（器具置場兼用）

ブロック

平屋建

曽根田

993番地5

塩津

水防資機材倉庫 鉄骨平屋建
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日～ 令和 8 年 3 月

令和 8 年 4 月 1 月～

平成 28 年 4 月 1 日～ 令和

　鯰　江　史　拡

令和 3 年 4 月 1

氏　　　　名

（町長兼務）

（助役兼務）

橋　本　宏　治

川　尻　広　次

月 31 日 小　谷　志　夫16 年 3

月 31 日12 年 3

月 31 日 中　岡　　　進日～ 平成 17 年 3平成 16 年 4 月 1

日～ 平成平成 12 年 4 月 1

月 31 日10 年 3

平成 10 年 4 月 1

日～ 平成

日～ 平成

平成 5 年 6 月 1

日～ 平成

10 日 山　下　嘉　弘

昭和 60 年 7 月 11

日～ 昭和 60 年 7

月 31 日 大　田　　　優5 年 3

日 高　尾　　　巌 （市職員兼務）

昭和 57 年 4 月 1

～ 昭和 41 年 4 月

（市助役兼務）

（市助役兼務）

月

昭和 41 年 3 月 17 日

昭和 41 年

6

（市総務部長兼務）

月 31 日 森　澤　義　嗣日～

月 31

（市長兼務）

（市長兼務）

（市職員兼務）

（市長兼務）

昭和

月 16 日 宮　脇　新　一

4

昭和 35 年

17 日～ 昭和

1 月 16

昭和 33 月

日 坂　本　寿　秀10 年 3

月 12 日 堀　田　輯　司7 年 6

年 3

月 31 日 大　上　　　功12 年 3

17平成 12 年 4 月 1

日～ 平成平成 10 年 4 月 1

平成

平成 7 年 6 月 13

日～ 平成

日～ 平成

13

平成 4 年 12

平成 7 年 5 月

月 25 年 5

元 年 5日～ 平成

阿　弥　　　明7

平成 元 年 6 月 1 日～ 平成

月 12 日

月 24 日 相　尾　正　規4 年 12

日～ 平成

平成 元 年 4 月 1 田　伏　　　功

日～ 平成

月 31 日

60 年 1

月 31 日 川　下　　　崇元 年 3

前　野　才一郎

昭和 49 年 5 月 17

日～ 昭和 49 年 5昭和 43 年 9 月 5

月 31 日 別　院　勢　一日

【海南市歴代消防長】

月 1 日～ 平成 21 増　田　信　治平成 18 年 4

31 日 森　澤　義　嗣～ 平成 18 年

氏　　　　名在　　任　　期　　間

平成

31 日 奥　野　敏　夫～ 昭和 57 年 3 月昭和 55 年 10 月 1 日

～ 昭和

日 丸　尾　周　治

昭和 53 年 12 月 1 日

～ 昭和 53 年 11 月

30 日 吉　田　武　治55 年 9 月

昭和 53 年 10 月 1 日

～ 昭和

31年 7 月 1 日

30

日 橋　本　元　市

昭和 52 年 1 月 1 日

～ 昭和 51 年 12 月

30 日 大　坂　智　慧53 年 9 月

昭和 50

昭和 50

土　田　幸一郎

昭和 50 年 5 月 10 日～

昭和 50 年 5 月 9

日 岩　井　茂　一年 6 月 30

昭和 43 年

月

在　　任　　期　　間

昭和 34 年 12 月 23 日～ 日

16 日

昭和 60 年 2 月 1

～ 昭和

月 4 日 田　岡　隆　三

月7年30

1 日～ 昭和 43 年

1 月 31 日 川　端　百　三

2 月

7 日～

9

5 月

年 1 月

9 日～ 昭和 33 年

昭和 43 年

3

4 月

1 日～ 昭和 41 年

30 日 隅　田　修　二35 年

日 森　本　伊　助29 年

7 月 8 日 隅　田　修　二30 年

日 高　尾　　　巌

月 313

昭和 29 年 4 月

1 日～ 昭和

1 日～ 昭和

9 月

日～ 昭和 26 年 8昭和 24 年 3 月 7

岩　崎　好　生

【旧海南市・下津町歴代消防長】

在　　任　　期　　間

　　<旧海南市歴代消防長>

～ 平成 28 年 3 月平成 21 年 4 月 1 日

氏　　　　名

令和 7 年 4

3

17 年 4 月 1 日

31 日

年 3 月 31 日

3 月

　　<旧下津町歴代消防長>

山　田　量　也令和 4 年 4 月 1 日～ 令和 7 年 3 月 31

月 31 日 川　端　百　三

昭和 26 年

日

31 日 川　尻　哲　也月 1

年 3 月

4 年 3 月

31 日 杖　村　　　昇

31 日 竹　田　正　樹日～ 令和
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（5名）

 和歌山県防災航空隊勤務1名

警　防　課

 その他6名

総　務　課　付

【消防の組織】
令和8年4月1日　現在

（1名）海南消防署長　兼務

（11名）

（5名）

次　長

庶　務　係
総　務　課

消　防　団　係

 和歌山広域消防指令センター勤務4名

消
　
防
　
本
　
部

消　防　長

（1名）

警　防　係

次長兼務）
予　防　係

警防第3班 救　急　係

予　防　係

（消防本部 通　信　係

海南消防署 警防第2班 救　急　係
署長（1名） （10名） 救　助　係

署長（1名） （6名）

警　防　係

警防第1班 救　急　係
（10名） 救　助　係

通　信　係

予　防　係
警　防　係

警　防　係

（5名） 救　急　係

警防第1班

警防第2班 警　防　係

救　助　係

（6名）

警　防　係
警防第1班

救　急　係

警　防　係

（10名） 救　助　係

予　防　係

（5名） 救　急　係

通　信　係

予　防　係

救　急　係

予　防　係

下津消防署 警防第2班

東出張所
所長（1名）

救　急　係

予　防　係

救　助　係

予　防　係
警　防　係

消
　
　
　
　
防
　
　
　
　
署

予　防　係

警　防　係
警防第3班

救　急　係
（6名） 救　助　係

予　防　係
警防第3班 警　防　係

（5名）



- 20 - 

 

 

【消防職員の配置状況】
　　令和8年4月1日　現在

                   階　級
計

1

次長
（海南消防署長兼務）

1

 所　属

消 　防 　長 1

1

消防吏員

消　防
司令長

消　防
司　令

消　防
司令補

消
　
防
　
本
　
部

総　務　課 3 1 5

5

総 務 課 付 1 4 2 4 11

警　防　課 2 2

10

警防第2班 3 3 1 3

海

南

消

防

署

警防第1班 2 4 2

10

警防第3班 2 4 2 1 1 10

1

警防第1班 2 2 1 1

下
　
津
　
消
　
防
　
署

署　 　長 1

警防第3班 2 2 1 6

東
　
出
　
張
　
所

所　　長 1

6

警防第2班 2 2 2 6

1

警防第1班 1 2 1 1

1

1 1

5

警防第2班 1 2 1 1 5

　　　　　　　　　　　　　　総務課付
消防司令1名、消防司令補3名　和歌山広域消防指令センター勤務
消防司令補1名　和歌山県防災航空隊勤務
消防副士長2名、消防士4名　その他

事務系
職　員

1

1

5

合　　計 1 25 30 9 14 8 88

警防第3班 1 2

消　防
士　長

消　防
副士長

消防士

2

1
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15

12

2 8 10

1

令和8年4月1日　現在

事務系
職　員

1

12

       合    計 1 25 30 9 14

10
       30年未満

       30年以上 1 13 2 16

8 881

       25年未満

       25年以上
10

       20年未満

       20年以上
2 13

       15年未満

       15年以上
12

13
       10年未満

       10年以上
3 8 12

        5年以上
1 12

 在職年数

        5年未満

【在職年数別・階級別職員数】

                  階　級
消  防
司令長

消  防
司  令

消  防
司令補

消  防
士  長

消  防
副士長

消防士 計

合　　　計 1 25 30 9 14 8 88

61　以　上 1

1

56　～　60 1 3 1 5

51　～　55 12

12

46　～　50 8 3 11

41　～　45 2 9 1

8

36　～　40 13 13

31　～　35 3 5

21　～　25 5 3 8

26　～　30 4 9 1 14

 年　齢

18　～　20

【年齢別・階級別職員数】

                  階　級
消  防
司令長

消  防
司  令

消  防
司令補

消  防
士  長

消  防
副士長

消防士 計

4 4

令和8年4月1日　現在

事務系
職　員
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 種　別

大型
一種 1 25

【消防職員の免許・資格等取得状況】
令和8年4月1日　現在

                  階　級
消  防
司令長

消  防
司  令

消  防
司令補

消  防
士  長

消  防
副士長

消防士 計

28 9 14 2 79

二種 2 1 3

自 動 車
中型

一種 3 4

運転免許 二種

普通
一種 1 25 30 9 14 7 87

二種

2

乙種

第3類 3 2

甲種 1 1

第5類 3 2

5

第4類 7 14 1 5 27

5

第6類 1 1 2

消防設備士
甲種（1～5） 2

危 険 物
取 扱 者
免　  許

2

乙種（6～7） 3 1 1 5

2種

1種

　救急救命士 10 11 2 3 1 27

消防設備
点検資格者

2 57

　救急Ⅱ課程 1 10 2 13

　救急課程 13 21 9 12

3 82

　電気工事士 1 1

　無線免許 1 25 30 9 14

2

　毒劇物取扱者 1 1

　二級建築士 2

　船舶操縦士 9 4 2 15

　ボイラー技士

18

　玉掛け資格 1 19 16 9 3 1 49

　ガス溶断技能資格 1 17

36

　潜水士免許 13 11 2 1 27

　クレーン運転技能資格 1 11 18 5 1

8

　酸素欠乏危険作業主任者 19 12 1 32

　防災士 4 4

7

　予防技術検定（設　備） 2 5 1 8

　予防技術検定（危険物） 2 5

17

　特定化学物質・四アルキル鉛等 1 3 4

　予防技術検定（査　察） 3 11 1 2

事務系
職　員

1

1
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市単：単独事業　　石油：石油備蓄補助　　国補：国庫補助　　起債：緊急防災減災事業債等の地方債

令和8年4月1日　現在

名　称 登録番号 登録年 事業 車　名 型　式 排気量
小　型
動　力

4,000

級　　　別
購入年月

事業

海ポンプ1
和歌山800
す  1711

H 30.12 起債 日　野 ポンプ車

下救急1
和歌山800
す  3434

R 5. 1 起債

救助
工作車

6,400

海多目1
和歌山880
あ  2235

R 2. 1 石油 三　菱 ライトバン 650

海救急2
和歌山800
さ  8294

H 23. 3
石油
起債

トヨタ

ポンプ車 4,890

水槽付
ポンプ車

7,960

原液
搬送車

5,120

三　菱
大型化学

高所放水車
21,200

海タンク1
和歌山800
さ   643

H 11.12 石油 日　野

海ポンプ2
和歌山800
さ  2494

H 14. 3 石油 日　野

海梯子1
（屈折）

和歌山800
は  1004

H 28. 1
石油
起債

日　野
梯子車
25ｍ級

8,860

B-2 級
R4. 1

海高所1
和歌山800
は   308

下化学1
和歌山800
さ  1616

H 13. 1 石油 日　野
Ⅰ型

化学車
7,960

海原液1
和歌山800
は   1494

R 7. 11 起債 日　野

シバウラ

海救急1 トヨタ
高規格
救急車

2,690

海救工1
和歌山800
は   568

H 21. 1 国補 日　野

石油海軽積1
和歌山880
あ  2526

軽積載車 650

H 16. 3 国補

海搬送1
和歌山800
す  2654

R 3. 2 石油 トヨタ トラック 2,980

高規格
救急車

2,690

和歌山800
す  2139

R 2. 1
石油
起債

海広報2
和歌山800
す  1726

H 30.12 スバル ＳＵＶ 2,490

海広報1
和歌山880
あ   3069

R 8. 1 石油 ダイハツ ライトバン 650

下タンク1
和歌山88
ゆ  1376

H 11. 3 石油 日　野 水槽車

4,000

海化学１
和歌山800
は  1300

R 3. 1 起債 日　野
Ⅰ型

化学車

下ポンプ1
和歌山800
す  2169

R 2. 2 起債 日　野 ポンプ車

災害活動車

下支援1
和歌山800
さ  7901

H 22. 3 石油 トヨタ
その他
作業車

5,120

4,000

和歌山880
あ  239

H 18. 11 石油 スズキ ライトバン 650

R 4. 1 石油 ダイハツ

トヨタ
高規格
救急車

2,690

7,960

2,690

下軽積1
和歌山880
あ  2912

R 7. 2 石油 スズキ 軽積載車

下救急2
和歌山800
さ  8743

H 24. 2 石油 トヨタ
高規格
救急車

650 トーハツ
B-2 級
R 7. 2

石油

下広報1
和歌山800
さ  4633

H 17. 2 石油 トヨタ バン 1,990

下搬送1
和歌山800
す  2670

R 3. 2 起債 トヨタ トラック 2,980

東搬送1
和歌山800
す  1761

H 31. 1 石油 いすゞ トラック 2,990

東ポンプ1
和歌山800
さ  6301

H 19. 3 石油 日　野 ポンプ車 4,000

消
防
本
部
・
海
南
消
防
署

【消防車両配備状況】

東
出
張
所

下
津
消
防
署

石油東軽積1
和歌山880
あ  2771

R 6. 1 石油 ダイハツ 軽積載車 650 トーハツ
B-2 級
R6. 1

東救急1
和歌山800
す   106

H 27. 2
石油
起債

トヨタ
高規格
救急車

2,690

海広報3
和歌山800
す  3843

R 6. 2 トヨタ ワンボックス 2,690
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【消防予算】
（1）一般会計と消防費の比較 単位：千円

区　分
年度別

令和  6 年度 26,754,723 5.9
令和  7 年度 25,328,955 4.4
令和  8 年度 28,644,520 3.9

（2）令和8年度当初予算の概要 単位：千円
目 事業名 節 金額 事業計 目計 総計

 2．給料 365,226

 3．職員手当等 236,210

 4．共済費 124,653

 8．旅費 91

10．需用費 6,042

11．役務費 1,105

13．使用料及び賃借料 345

18．負担金、補助及び交付金 6,210

 9．交際費 20

10．需用費 3,822

11．役務費 1,890

12．委託料 272

13．使用料及び賃借料 753

10．需用費 12,031

12．委託料 4,759

13．使用料及び賃借料 84

18．負担金、補助及び交付金 19,857

消防用車両管理事業 10．需用費 9,110 9,110

10．需用費 105

13．使用料及び賃借料 534

10．需用費 114

11．役務費 2

12．委託料 7,074

 8．旅費 520

11．役務費 818

12．委託料 148

13. 使用料及び賃借料 79

18．負担金、補助及び交付金 4,534

 1．報酬 30,860

 5．災害補償費 100

 7．報償費 13,000

 9．交際費 50

10．需用費 1,250

11．役務費 47

13．使用料及び賃借料 35

18．負担金、補助及び交付金 17,881

10．需用費 1,691

12．委託料 59

13．使用料及び賃借料 535

15．原材料費 103

消防団車両管理事業 10．需用費 4,142 4,142

消防団員研修事業 18．負担金、補助及び交付金 88 88

 1．報酬 3,497

10．需用費 154

13．使用料及び賃借料 121

12．委託料 43,670

14. 工事請負費 94,232

10．需用費 557

18．負担金、補助及び交付金 6,299

10．需用費 5

11．役務費 19

17．備品購入費 62,370

26. 公課費 66

10．需用費 1,475

17．備品購入費 2,416

10．需用費 802

14. 工事請負費 8,277

10．需用費 56

11．役務費 31

17．備品購入費 15,114

26. 公課費 14

10．需用費 34

15．原材料費 35

15,215

非
常
備
消
防
費

3,891

消防団等運営事業

常
備
消
防
費

職員給与費

7,190

消防職員研修事業 6,099

消防庁舎等管理事業 36,731

消防水利施設管理事業 639

火災予防推進事業

消防総務事務費

消防本部運営事業

水防費

消防用車両整備事業

消防水利施設整備事業

消防団施設管理事業

水防事業

消防操法大会事業

消防用資機材整備事業

消
防
施
設
費

消防庁舎等整備事業

消防団施設整備事業 

 消防団車両整備事業 

1,115,493

6969

62,460

6,856

63,223

806,408

6,757

2,388

13,793

726,089

3,772

73,613

137,902

235,403

9,079

比較（％）一般会計

1,570,543
1,121,805
1,115,493

消防費
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★　　和歌山県防災ヘリコプター応援協定

（平成 8年 2月 22日）

★　　和歌山北部臨海都市広域消防協定　

（平成17年 4月 1日）

　　　　　和歌山市・有田市・御坊市・海南市

★　　海南市・紀美野町消防相互応援協定

（平成18年 4月 1日）

　　　　　紀美野町・海南市

★　　有田市・海南市消防相互応援協定

（平成19年 5月 17日）

　　　　　有田市・海南市

★　　阪和自動車道、湯浅御坊道路、関西空港自動車道及び京奈和自動車道消防相互応援協定

（平成29年 3月18日）

　　　　　堺市・和泉市・岸和田市・貝塚市・泉州南消防組合

　　　　　那賀消防組合・和歌山市・有田川町・湯浅広川消防組合

　　　　　日高広域消防事務組合・御坊市・田辺市・海南市

★　　和歌山県下消防広域相互応援協定

（令和6年12月23日）

★　　和歌山海上保安部と海南市との消防業務協定

（平成30年 3月16日）

　　　　　和歌山海上保安部・海南市

★　　和歌山広域消防指令共同運用に係る消防相互応援協定

（令和6年12月12日）

　　　　　和歌山市・那賀消防組合・紀美野町・海南市・有田市

★　　災害発生時における消防用水等の搬送に関する協定

（令和5年 4月28日）

　　　　　和歌山県広域生コンクリート協同組合中央支部・海南市

【消防応援協定】
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　　　防火診断対象世帯にあっては、一人住まいの高齢者（65歳以上）を対象にしています。

下津消防署管内 1 件 26 件

計 2 件 150 件

海南消防署管内 1 件 96 件

東出張所管内 0 件 28 件

住宅防火診断・住宅用火災警報器の設置推進実施表

　　　　　令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

　　　　　　　　　
住宅防火診断

訪問件数
住宅用火災警報器の
設置推進訪問件数

　　　　現代の生活環境は、高齢化が進み、高齢者や高齢者世帯の増加に伴い、災害弱者が火災で

　　　死傷される事案が多くなっています。又、建物火災の大半を占める住宅火災の原因の中で、

　　　機器の構造不備に起因するものより、使用者の不注意によるものが多く発生しています。

　　　　こうした火災の実態をふまえ、住宅火災による死傷者の減少を目指し、地域ぐるみの防火

　　　防災対策として、住宅用火災警報器の設置を推進すると共に、防火診断を実施して安全な市

　　　民生活の確保に努めています。

　　海南市消防交友会 43 名 昭和59年 １月 8日

【住宅防火診断・住宅用火災警報器の設置推進状況】

【各種団体】

令和8年4月1日　現在

名　　称 会　員　数 結　成　年　月　日
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合　　　　　　　　　計 1,619

　延べ面積150㎡以上の対象物件数

　6項ロ及び17項の対象物は、全ての対象物数

 　7 　小・中・高等学校、各種学校 83

　 8 　図書館、博物館、美術館 3

　 9
イ 　公衆浴場のうち蒸気浴場、熱気浴場

ロ 　上記以外の公衆浴場 2

　10 　車両の停車場、船舶・航空機の発着場

　11

　 5
イ 　旅館、ホテル、宿泊所 14

ロ 　寄宿舎、下宿、共同住宅 263

　 6

イ 　病院、診療所、助産所 22

ロ 　福祉施設（特別養護老人ホーム等） 28

ハ 　福祉施設（老人ディサービスセンター等） 38

ニ 　幼稚園、特別支援学校 5

　 3
イ 　待合、料理店

ロ 　飲食店 25

　 4 　百貨店、マーケット 64

【防火対象物の状況】
令和8年4月1日　現在

項　目 名　　　　　　称 対象物数（棟）

　 1
イ 　劇場、映画館、観覧場 6

ロ 　公会堂、集会場 40

イ 　キャバレー、ナイトクラブ

ロ 　遊技場、ダンスホール 1
 　2

ハ 　風俗営業等

ニ 　カラオケボックス等

　神社、寺院、教会 17

　12
イ 　工場、作業場 298

ロ 　映画スタジオ、テレビスタジオ

　13
イ 　自動車車庫、駐車場 17

ロ 　飛行機の格納庫

　14 　倉庫 269

　15 　前各項に該当しない事業場 189

　16
イ 　特定防火対象物が存する複合用途防火対象物 148

ロ 　上記以外の複合用途防火対象物 71

　16の2 　地下街

　17 　重要文化財 16

　18 　アーケード
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計 1014 505 276 218 1290 723

67

加　　　茂 104 57 7 7 111 64

3 45 14

6

仁　　　義 42 11 3

63

下　　　津 143 48 7 7 150 55

北　野　上

南　野　上 45 27 15 10 60 37

中　野　上 66

48

63

25 21 91 5231

49 35 133 85

33 45 30 113

39

21 18 76 52

5 5 5 13 10

31

43 18 17 78 60

28 25 76 56

亀　　　川 84 50

3 3 3 22

冷　　　水 8

巽 68

64 48 26 15 90

大　　　崎 144 56 11 11 155

塩　　　津 19

黒　　　江 64

日　　　方 55 34

大　　　野

【地区別消防水利状況】

令和8年4月1日　現在

地　　区　　名
消火栓 防火水槽 計

内基準適合数 内基準適合数 内基準適合数

28 13 11 77

内　　　海 60
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移動タンク貯蔵所

【危険物施設の状況】
令和8年4月1日　現在

製    造    所00 13

製　　造　　所　　等　　別

屋 内 貯 蔵 所00

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

簡易タンク貯蔵所

取
 
 
 
扱
 
 
 
所

貯
 
 
 
蔵
 
 
 
所

50

261

2

21

1

78

32

27

屋 外 貯 蔵 所00

給 油 取 扱 所00

第 1種販売取扱所

第 2種販売取扱所

移 送 取 扱 所00

2

3

4

61

合　　　　　計01 555

一 般 取 扱 所00
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所

　
事
業
所
別

　
　
　
　
　
　
　
項
目

【海南市内における特定事業所の状況】

石油製品

第 1種

事業所

 1000番地  758番地

主  要
製品名

第 1種 第 2種 第 1種事業所
種  別

石油製品 縫目無鋼管 石油製品

所在地

 海南市

 下津町下津  船尾  初島町浜  藤白

 海南市

事業所

 海南市  有田市

 27番地1  260番地100

給  油
取扱所

製造所

屋  外
タンク

屋  内
タンク

屋  外
貯蔵所

屋  内
貯蔵所

一  般
取扱所

28,506kL 125kL

 4施設  4施設

10,991kL 42kL

移  送
取扱所

6,360kL 1,209kL

34基  5基 170基

23,457kL

72kL

  12施設

   8施設

事業所 事業所

令和8年4月1日　現在

18,549kL

93,800kL

 1施設    3施設

877,037kL

46kL 7,520kL

12施設

40基

2,177kL

249,324kL

  1基

 5施設   18施設

 3施設 16施設

5,317kL

32kL

10,000kL

 1施設

 4施設 9施設 10施設

1,148kL 64kL
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　海南市役所に勤務する職員

　特定事業所以外の事業所に勤務する者 　診療所等に勤務する者

その他

　海南市報にて募集し受講した市民 　記載団体種別以外の者

市報掲載一般公募

市役所職員

123

　上級救命講習（市報掲載） 4 17

11 

11 

16 

　　　　　　　　計

　職業体験 9 

104 

　自治会 6 17

　医療施設

学校職員

　海南市消防団員 　海南市各学校に属している教職員

消防団

5 

289

　 　海南市各自治会での開催で受講した市民

医療施設一般事業所

　ENEOS和歌山石油精製(株)海南工場に勤務する者 福祉施設

　福祉施設 22 33

294 1,057

8 

474

　ｺｽﾓ石油ﾙﾌﾞﾘｶﾝﾂ(株)下津工場に勤務する者 　老人ホーム等に勤務する者

  ENEOS(株)和歌山製造所に勤務する者 自治会

職業体験

普通救命講習については、3時間

上級救命講習については、8時間

学校関係者

　海南市消防団女性部消防団員及び関係者 　ＰＴＡ、子ども会等で学校に関係している市民

　学校関係者 37 4811 

　学校職員

11 

　その他 19 

36

　日本製鉄(株)関西製鉄所（海南）に勤務する者 　消防署に体験学習中、受講した学生

特定事業所

消防団女性部

　市報掲載一般公募 16 59

　市役所職員 1 1

26 17 

　特定事業所 70 123

　一般事業所 110 600

  消防団

　消防団女性部

28 

286 

25 

204 

192 453

年　別お

　住民別

　　　　海 南 市　在住

　　　　和歌山県　在住

年　別お
令和5年 計

　団体種別

13 31

474 1,057

　　　　県　　外　在住

　　　　　　　　計

134 

13 

294

令和6年

127 

5 

289

令和7年

【普通・上級救命講習実施状況】

令和6年 計

269 573

令和5年

147 

令和7年

157 

（過去3年間）
再講習を含む受講者数
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市役所職員

　記載団体種別以外の者

　海南市役所に勤務する職員

市報掲載一般公募

　海南市報にて募集し受講した市民

その他

一般事業所

　診療所等に勤務する者　特定事業所以外の事業所に勤務する者

自治会　ENEOS(株)和歌山製造所に勤務する者

　海南市各自治会での開催で受講した市民

医療施設

　日本製鉄(株)関西製鉄所（海南）に勤務する者 　消防署に体験学習中、受講した学生

　ENEOS和歌山石油精製(株)海南工場に勤務する者 福祉施設

　ｺｽﾓ石油ﾙﾌﾞﾘｶﾝﾂ(株)下津工場に勤務する者 　老人ホーム等に勤務する者

　海南市消防団女性部消防団員及び関係者 　ＰＴＡ、子ども会等で学校に関係している市民

特定事業所 職業体験

　海南市消防団員 　海南市各学校に属している教職員

消防団女性部 学校関係者

消防団 学校職員

　　　　　　　　計 664 830 972 2,466

　その他 171 234 172 577

　自治会 59 59

　医療施設 7 5 12

　職業体験

　福祉施設 100 48 115 263

　学校職員 181 205 399 785

　学校関係者 122 140 60 322

　市報掲載一般公募

　市役所職員 10 10

　特定事業所

　一般事業所 90 186 162 438

  消防団

　消防団女性部

年　別お
令和5年 令和6年 令和7年 計

　団体種別

【応急手当講習会実施状況】
3時間未満の受講者数（過去3年間）
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【通信の部】



- 35 - 

 

 

 

 

 

 



- 36 - 

 

 

 

 

　　　

システム、消防無線（基地局）及び高所監視カメラ等を備え、火災、救急、救助、その他の災害等に関する消防

合　　計 40,721 3,549

ＩＰ電話 9,530 926

携帯電話 25,543 1,876

令和７年中 指令センター受信合計 内　海南市管轄

ＮＴＴ固定電話 5,648 747

災　害　情　報　等 一　般　加　入　電　話

自　動　案　内　回　線 携　　帯　　電　　話

２．１１９受信件数

携帯１１９番転送回線 県　下　各　消　防　本　部

専　用　回　線  コスモ石油ﾙﾌﾞﾘｶﾝﾂ(株)下津工場

 日本製鉄(株)関西製鉄所（海南）

現 場 画 像 受 信 装 置
 ENEOS(株)和歌山製造所

高 所 監 視 カ メ ラ  ENEOS和歌山石油精製(株)海南工場

緊 急 地 震 速 報 受 信 装 置

海南消防署　東出張所　　・事務系回線

下　津　消　防　署　　・電話回線

　　・Ｗｅｂカメラ映像

通信全般を統括している。

１．系統図

和 歌 山 広 域 消 防 指 令 セ ン タ ー

和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

高機能消防指令システム

一　般　加　入　電　話
１１９番受付回線

携　　帯　　電　　話

救
急
医
療
情
報
端
末

　光　回　線　網

聴　覚　障　害　者　用
災　害　時　要　援　護　者

緊急メール・ＦＡＸ受付

　　・指令音声系回線

海　南　消　防　署
　　・指令系回線

　同指令センターには、高機能消防指令システム、発信地表示システム、救急医療情報システム、総合防災情報

【消防通信施設の現況・１１９番受信件数】

　平成２７年４月１日から海南市、和歌山市、岩出市、紀の川市、紀美野町と「和歌山広域消防指令センター」

を和歌山市消防局に設置し指令業務共同運用（４消防本部）を開始する。さらに、令和６年１２月１２日に有田

市を加え、５市１町の１１９番通報を一括受信する。消防救急デジタル無線等の通信設備を活用し、より広域的

な災害対応を行っている。
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7月 8月 9月 10月 11月 12月

【気象年報】

令和7年中

気　　象 1月 2月 3月 4月 5月 6月

観測場所　海南市消防本部　標高 9 ｍ

1.8 21.9 2.2 1.9 1.9

平均風向 東南東 西 東南東 東南東 東南東 西

2.1 2.1平均風速 （m/s） 2.2 2.2 2.2 2.1

西 西 東南東

西北西南西 南

9.520.8 13.6

東南東 東南東 東南東

南西 南南西 東 西

14.2 16.3 16.8
（m/s）

瞬間最大時　風向 西 西 東南東 東北東 東南東

19.9 25.2 29.3

1012.3

30.1 27.6

（hPa）
1008.5

瞬間最大
風　速

16.4 20.3 18.4 16.7 26.3 18.2 16.9 19.8 14.6

74.6 69

1019.4

気　　温
月平均

6.3 5.3 10.9

平　　均
気　　圧

（℃）

1017.2

（％）
66.8 71.8 69.6 70.1 71.8

月平均
58.5相対湿度 57.4 62.5 60.7

15.9

 最高現地気圧　  12月 12日　  22時  23分　  1030.3hPa

43.0雨　　量

1020.8

1011.6 1011 1008.8

32.5 67.0
（mm）

185.5 310.5 189.5 44.5 151.0 106.0
月積算

1012.9

1009.6 1012.4

1020.2

1018.5

 最低気温 　　   2月 23日　   7時  00分　  -0.9℃

67.4

 令和７年中の総雨量　  1313mmを観測

30.5 84.0 69.0

1015.9 1016.9 1018.9

（hPa）
1009.7 1010.8 1013.7 1018.2

現地気圧
1019.4

1010.1
海面気圧

1020.8 1019.9

 最低現地気圧及び最低海面気圧　  7月 14日　 17時 26分　 992.1hPa及び993.3hPa

 最高気温　　　  8月 6日　   15時  28分　   36.5℃

 瞬間最大風速    5月24日　   17時  53分　   26.3m/s

 最高海面気圧    12月 12日　  22時  23分　  1031.7hPa
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かいなんこうほう2

かいなんこうほう3 〇　海広報3（警防課）

　海広報2（警防課） 活1 活2 主 統1 統2 統3

活1 活2 主 統1 統2 統3

呼出名称

かいなんこうほう1

活1 活2 主 統1 統2 統3

活1 活2 主 統1 統2 統3

　下搬送1

　下広報1

車　　名 ＡＶＭ

　海広報1（総務課）

活1 活2 主 統1 統2 統3

主 統1 統2 統3

　下支援1

　下軽積1かいなんしもつけいせき1

かいなんしもつしえん1

　下救急2

　下救急1かいなんしもつきゅうきゅう1

かいなんしもつきゅうきゅう2

〇

〇

〇

活1 活2 主 統1 統2 統3

活1 活2 主 統1 統2 統3

活1

〇

〇

〇

統3 〇統1

　下ポンプ1

　海化学1

車　　名

統3 〇統1

　東救急1 活1 活2 主

　東軽積1 活1 活2 主

統1 統2 統3 〇

統2

　下化学1

車　　名 ＡＶＭ

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　東搬送1 活1 活2 主

　東ポンプ1 活1 活2 主

ＡＶＭ

統1 統2 統3

統2 統3

基
地
局

車　　名 ＡＶＭ呼　出　名　称

〇

統1 統2 統3

統1 統2 統3 〇

〇

　海梯子1（屈折）

　海ポンプ1

　海ポンプ2

　海搬送1

　海軽積1

移
　
　
動
　
　
局
　
　
（

　
車
　
載
　
）

統2

統3

統3

実　装　波　種

活1 活2 主

活1 活2 主

活1 活2 主 統1 統2

活1 活2 主 統1 統2

統2 統3

活1 活2

統3

主 統1 統2 統3

統1 統2 統3

活1 活2 主 統1 統2 統3

活1 活2 主

活1 活2 主

活1

　海多目1

　海救急1

　海原液1

　海タンク1

実　装　波　種

統2 統3

活1 活2 主 統1 統2 統3

活1 活2 主 統1 統2 統3

活1 活2 主 統1 統2

活1 活2 主 統1

統1活2 主

　海高所1 統1

　海救工1

　海救急2

かいなんきゅうきゅう1

かいなんきゅうこう1

かいなんこうしょ1

かいなんはしご1

かいなんかがく1

かいなんけいせき1

かいなんはんそう1

かいなんぽんぷ2

呼　出　名　称

活2 主 統1 統2 統3

　≪　海　南　消　防　署　≫

実　装　波　種

活1 活2 主 統1 統2 統3

呼　出　名　称

かいなんしもつぽんぷ1

かいなんひがしぽんぷ1

かいなんひがしはんそう1

かいなんひがしけいせき1

かいなんひがしきゅうきゅう1

かいなんぽんぷ1

かいなんたもく1

かいなんきゅうきゅう2

かいなんたんく1

かいなんげんえき1

活2 主 統1 統2 統3

　≪　東　出　張　所　≫

　≪　下　津　消　防　署　≫

　≪　消　防　本　部　≫

※活1→活動波1　活2→活動波2　主→主運用波　統1→統制波1　統2→統制波2　統3→統制波3

　下タンク1

かいなんしもつかがく1

かいなんしもつはんそう1

かいなんしもつたんく1

かいなんしもつこうほう1

実　装　波　種

活1 活2

活1 活2 主 統1 統2 統3

活1

【消防通信施設 ①】
統
制
局

呼　出　名　称

わかやましれいせんたー

呼　出　名　称

　かいなんしょうぼういちみね

　かいなんしょうぼうまるた

所　在　地

　和歌山市八番丁12番（和歌山市消防局内）

所　在　地

　海南市重根1898

　海南市下津町丸田1219-23



- 39 - 

 
※市1→市波1　市2→市波2　団→消防団波　県→県内共通波　防災→防災相互波

市1 市2 団 県 防災

市1 市2 団 県 防災

市1 市2 団 県 防災

市1 市2 団 県 防災

市1 市2 団 県 防災

市1 市2 団 県 防災

市1 市2 団 県 防災

市1 市2 団 県 防災

かいなん230

かいなん231

かいなん232

かいなん233

かいなん234

かいなん235

かいなん236

かいなん237

海
南
消
防
署

かいなん202

かいなん208

かいなん210

かいなん212

かいなん214

かいなん217

かいなん205

かいなん206

【消防通信施設 ②】

移
　
　
動
　
　
局
　
　
（

　
携
帯
・
可
搬
・
卓
上
　
）

　≪　海　南　消　防　署　≫

呼　出　名　称 種別 名　　称 実　装　波　種

かいなん100 携帯 　署長

統1 統2 統3

かいなんしき11 携帯 　指揮者 活1 活2

かいなんしき10 可搬 　可搬指揮 活1 活2 主

統2

活1 活2 主 統1 統2

統3

かいなんしき12 携帯 　海南署 活1 活2 主 統1 統2 統3

主 統1

統3

かいなんけいぼう11 携帯 　第1小隊 活1 活2 主 統1 統2 統3

統1 統2 統3

かいなんけいぼう13 携帯  （予備） 活1 活2 主 統1

かいなんけいぼう12 携帯 　第2小隊 活1 活2 主

統2 統3

かいなんけいぼう14 携帯  （予備） 活1 活2 主 統1 統2 統3

かいなんきゅうじょ11 携帯 　救助隊 活1 活2 主 統1 統2 統3

統1 統2 統3

かいなんきゅうきゅう12 携帯 　第2救急隊 活1 活2 主 統1

かいなんきゅうきゅう11 携帯 　第1救急隊 活1 活2 主

統3

　≪　東　出　張　所　≫

呼　出　名　称 種別 名　　称 実　装　波　種

統2 統3

かいなんほんぶ1 卓上 　非常用 活1 活2 主 統1 統2

統1 統2 統3

かいなんひがししき10 可搬 　可搬指揮 活1 活2 主 統1

かいなんひがし100 携帯 　所長 活1 活2 主

統2 統3

かいなんひがしけいぼう11 携帯 　警防隊 活1 活2 主 統1 統2 統3

かいなんひがしきゅうきゅう11 携帯 　救急隊 活1 活2 主 統1 統2 統3

統1 統2 統3

　≪　下　津　消　防　署　≫

呼　出　名　称 種別 名　　称 実　装　波　種

かいなんひがしほんぶ1 卓上 　非常用 活1 活2 主

統1 統2 統3

かいなんしもつしき10 可搬 　可搬指揮 活1 活2 主 統1

かいなんしもつ100 携帯 　署長 活1 活2 主

統2 統3

かいなんしもつけいぼう11 携帯 　第1小隊 活1 活2 主 統1 統2 統3

かいなんしもつけいぼう12 携帯 　第2小隊 活1 活2 主 統1 統2 統3

統1 統2 統3

かいなんしもつきゅうきゅう11 携帯 　救急隊 活1 活2 主 統1

かいなんしもつけいぼう13 携帯  （予備） 活1 活2 主

統3

　≪　消　防　本　部　≫

呼出名称 種別 名　　称 実　装　波　種

統2 統3

かいなんしもつほんぶ1 卓上 　非常用 活1 活2 主 統1 統2

統1 統2 統3

かいなんほんぶしき11 携帯 　本部指揮 活1 活2 主 統1

かいなんほんぶしき10 可搬 　本部指揮 活1 活2 主

統2 統3

※活1→活動波1　活2→活動波2　主→主運用波　統1→統制波1　統2→統制波2　統3→統制波3

署活動系

呼出名称 実　装　波　種 呼出名称 実　装　波　種

本部
県 県 防災

かいなんほんぶ602 市1 市2 団 県 防災 かいなんひがし302

防災

東
出
張
所

かいなんひがし301 市1 市2 団

市1 市2 団

市1

かいなんほんぶ601 市1 市2 団

市1 市2 団 県 防災

県 防災

かいなん201 市1 市2 団 県

かいなんひがし304 市1 市2 団 県 防災

市2 団 県 防災防災 かいなんひがし303

かいなんひがし305 市1 市2 団 県 防災かいなん203 市1 市2 団 県 防災

団 県 防災かいなん204 市1 市2 団 県 防災

市1 市2 団 県 防災

かいなんひがし306 市1 市2

防災団 県

かいなんひがし307 市1 市2 団 県 防災

かいなんひがし308 市1 市2 団 県 防災市1 市2 団 県 防災

かいなんしもつ502 市1 市2

下
津
消
防
署

かいなんしもつ501 市1 市2県 防災

かいなんしもつ509 市1 市2

団 県

団 県

かいなん207 市1 市2 団

防災

かいなん209 市1 市2 団 県 防災 かいなんしもつ503 市1 市2 防災

市1 市2 団 県 防災

団 県 防災

かいなん211 市1 市2 団 県 防災 かいなんしもつ505 市1 市2 団 県 防災

市1 市2 団 県 防災 かいなんしもつ504 市1 市2

防災

かいなん213 市1 市2 団 県 防災 かいなんしもつ507 市1 市2

防災 かいなんしもつ506 市1 市2 団 県

団 県 防災

市1 市2 団 県

団 県

市1 市2 団 県 防災 かいなんしもつ508 市1 市2 団

県 防災

団 県 防災

県 防災

かいなん215 市1 市2 団 県 防災

かいなん216 市1 市2 団 県 防災 かいなんしもつ510 市1 市2

防災

市1 市2 団 県 防災 かいなんしもつ511 市1 市2 団
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【火災の部】
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　　火災による死者 1名、負傷者 2名が発生しました。

【火 災 概 況】

1.  火災件数

　　令和7年中の消防自動車が出動した件数は24件で、その内火災件数は9件です。

　　火災種別でみると建物火災が6件と全体の67％を占め、その他火災が3件となっています。

　　

2.　焼損棟数

　　焼損棟数は、18棟（全焼 3、部分焼 2、ぼや 13）となっています。

3.　建物焼損面積

　　建物焼損面積は350.0㎡で、前年の663.0㎡に比べて、313.0㎡減少しています。

4.　死傷者数

5.　損害額

　　損害額は11,605千円で、前年の65,089千円に比べると53,484千円減少しています。また、火災

  1件あたりの平均損害額は1,289千円となっています。

6.　出火原因

　　出火原因は、ローソク、火のついたゴミ、その他、火入れ、ラネーニッケル、放火の疑いが各1件、

　電気配線が3件となっています。
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【前年との比較】

年別比較
令和　6　年 令和　7　年 増　　減

区　分

火
　
　
災
　
　
種
　
　
別

建　  物 5 6 1

林　  野

車　  両 1 -1

船　  舶

そ の 他 3 3 0

合　  計 9 9 0

焼
　
　
損
　
　
棟
　
　
数

全　　焼 4 3 -1

半　　焼

部 分 焼 1 2 1

ぼ    や 4 13 9

焼

損

面

積

建物（㎡） 663 350 -313

林野（ａ）

損　害　額　（千円） 65,089 11,605 -53,484

り　　災　　世　　帯 6 11 5

2 2

り　　災　　人　　員 11 20 9

死
　
傷
　
者

死　　　者 2 1 -1

負　傷　者
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1 1 1 1 2

2 2 1 1 2

1 1 1

1 1 2 1

1 1 1 7

1 1

1 1

6 3 9 3 2 13

【地区別発生状況】

区分
火　災　種　別 焼　損　棟　数 焼　損　面　積

り
災
世
帯

り
災
人
員

死傷者

建
　
物

死
 
者

負
傷
者地区

（㎡） （ａ） （千円）

半
 
焼

部
分
焼

ぼ
 
や

建　物 林野 損 害 額林
　
野

車
　
両

船
　
舶

そ
の
他

合
 
計

全
 
焼

1

日　方 127.0 2,113 3 6 1

黒　江 146.0 8,691 4 5

大　野

内　海

亀　川 1.0 17

冷　水

中野上

巽

北野上

南野上

大　崎

下　津 76.0 784 4 9

加　茂

塩　津

1

合　計 350.0 11,605 11 20 1 2

仁　義
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【月別発生状況】

区分
火　災　種　別 焼　損　棟　数 焼　損　面　積

り
災
世
帯

り
災
人
員

死傷者

建
　
物

1月

死
 
者

負
傷
者月別 （㎡） （ａ） （千円）

半
 
焼

部
分
焼

ぼ
 
や

建　物 林野 損 害 額林
　
野

車
　
両

船
　
舶

そ
の
他

合
 
計

全
 
焼

11 12 1 8 76.0

3月 1

785 52月 2

8,691 4 5 11 1 1 2 146.0

5月

4月

11

7月 2

6月 1

2

2 2 1.0

9月

178月 2

11月

10月

41 1 1 1 127.0

合　計 6 3

2,112 212月 1

11,605 11 20 1 29 3 2 13 350.0
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【曜日別発生状況】

火　災　種　別 焼　損　棟　数 焼　損　面　積

り
災
世
帯

り
災
人
員

死傷者区分

死
 
 
 
者

負
 
傷
 
者

建　物 林野 損 害 額

曜日別

（㎡） （ａ） （千円）

全
 
 
 
焼

半
 
 
 
焼

部
 
分
 
焼

ぼ
 
 
 
や

建
 
 
　
物

林
 
 
　
野

車
 
 
　
両

船
 
 
　
舶

そ
 
の
 
他

合
 
 
 
計

日曜日 2 2 2 6 13

月曜日 2 1

1 8 203.0 2,896

8,691 4 5 13 1 1 3 146.0

水曜日 1 1

火曜日

1 1 2 12 1

12 1 1.0

金曜日

17木曜日 1 1

合　計 6 3

土曜日

11,605 11

不明

20 1 29 3 2 13 350.0
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時間別 火　災 火　災 火　災 火　災

【時間別発生状況】

出火別 建　物 林　野 車　両 船　舶 その他

計

損 害 額 死　傷　者

（　千　円　） 死 者 負傷者火　災

1 2,112

1 ～ 2

0 ～ 1 1

3 ～ 4

2 ～ 3

4 ～ 5

5 ～ 6

7 ～ 8

6 ～ 7

8,691 1

9 ～ 10

8 ～ 9 1 1

10 ～ 11

11 ～ 12

13 ～ 14

12 ～ 13 1 1

801

15 ～ 16

14 ～ 15 2 2

16 ～ 17 1

17 ～ 18

1 1

19 ～ 20

18 ～ 19

21 ～ 22 1 1

20 ～ 21

22 ～ 23 2 1

23 ～ 24

2 1

2計 6 3 9

不　　明

11,605 1
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【覚知方法別出火件数】

火災別
建
　
物
火
災

林
　
野
火
災

車
　
両
火
災

船
　
舶
火
災

そ
の
他
火
災

合
　
　
 
計覚知別

2 6
専用電話

加　　入
1 1

火災報知
4

電　　話

通　　報

事　　後
2

電　　話

駆　　付

2
聞　　知

警　　察

そ の 他

9

【火元建物の用途別火災件数】

区分

合　　計 6 3

住
　
宅

共
同
住
宅
等

店
舗
付
住
宅

事
務
所
・

飲
食
店
等

店
舗
・

作
業
場

工
場
・

倉
　
庫

そ
　
の
　
他

合
　
　
　
計月別

11月

12月 1 1 2

13月 1 1

15月

14月

16月

17月

1 2

19月

18月 1

10月

11月

1 6

1 1

合計 2 1 2

12月
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火入れ 1 1

ラネーニッケル 1 1

【原因別発生状況】
建
　
物

林
　
野

車
　
両

船
　
舶

そ
の
他

合
　
計

種　別 損　害　額

原　因　別 （　千円　）

　　不明

　　不明

風　　　向
湿　　　度

他の風向 4

不明

3 11,587

ローソク 1 1 1

電気配線 3

火のついたゴミ 1 1

その他 1 1

【気象別発生状況】

天　　　候 温　　　度

合    計 6 3 9 11,605

曇 　　10℃～20℃未満 1

晴 8 　　10℃未満 3

　　30℃～40℃未満 4

雨 1 　　20℃～30℃未満 1

不明

東 2
　　50％～60％未満 3

北 1
　　50％未満 3

南
　　70％以上 2

西 2
　　60％～70％未満 1

風　　　速

　　5ｍ ～10ｍ未満

　　1ｍ未満

　　1ｍ ～ 5ｍ未満 9

　　不明

17放火の疑い 1 1
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【救急の部】
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4.  時間帯別出場状況

     2時間ごとの時間帯別出場件数をみると10時から12時までの時間帯が430件と最も多く、4時から

  6時までの間が93件で最も少ない時間帯になっています。

  

5.  年齢別及び傷病程度別状況

    搬送人員を年齢区分別にみると、高齢者2,107人で全体の約72％を占め、次いで成人641人、乳幼

  児91人、少年75人となっています。

    また、傷病程度別にみると、軽症1424人で最も多く全体の約49％を占め、次いで中等症1,187人、

  重症239人、死亡64人となっています。

2.　搬送人員

    救急車で搬送した人員は2,914人で、前年に比べ232人減少しました。

    このことは、一日平均約7.9人を医療機関に搬送したことになり、海南市民の約16人に1人

  （令和7年12月末現在　人口45,653人）が救急車で搬送されたことになります。

3.  事故種別

    事故種別による出場状況は、急病が2,019件で最も多く、次いで一般負傷493件、その他283件、交通事故

  212件、労働災害25件、運動競技13件、自損行為12件、加害9件、水難2件、火災2件となっています。

【救急概況】

1.  出場件数

    令和7年中の出場件数は3,070件で、前年に比べ293件減少しています。

    署所別に比較すると、海南消防署1,880件、下津消防署599件、東出張所591件となっています。
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【前年との比較】

年別比較
令和　6　年 令和　7　年 増　　減

区　分

労働災害 18 25 7

救　　急　　件　　数 3,363 3,070 -293

搬　　送　　人　　員 3,146 2,914 -232

不　搬　送　　件　数 229 173 -56

運動競技 4 13 9

一般負傷 534 493 -41

加害 6 9 3

自損行為 23 12 -11

一日平均出場件数 9.2 8.4 -0.8

急病 2,291 2,019 -272

その他 303 283 -20

事
　
故
　
種
　
別
　
救
　
急
　
件
　
数

火　　　　　災 1 2 1

自然災害 0 0 0

水　難 4 2 -2

交通 179 212 33

病院収容平均所要時間（分） 39.6 39.3 -0.3

一日平均搬送人員 8.6 7.9 -0.7

現場到着平均所要時間（分） 8.0 8.0 0.0
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事故
種別

月別

1月 14 3 51 2 2 226 20 318

2月 1 1 20 2 30 3 178 18 253

3月 22 3 2 41 170 22 260

4月 17 1 36 145 24 223

5月 18 4 2 34 1 151 23 233

6月 1 17 4 3 42 3 146 22 238

7月 21 2 1 47 2 2 167 39 281

8月 19 4 1 33 3 172 20 252

9月 10 1 40 1 161 22 235

10月 19 39 148 21 227

11月 1 18 2 2 43 1 175 21 263

12月 17 1 57 1 180 31 287

計 2 2 212 25 13 493 9 12 2,019 283 3,070

急
 
 
病

そ

の

他

計

※　事故種別　その他には、転院搬送・医師搬送・資器材等輸送・その他が含まれる

【月別出場件数】

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
 
 
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

【月別出場件数分布】
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事故
種別

地区別

黒江 27 1 2 42 2 197 89 360

日方 1 25 3 52 1 1 229 109 421

内海 24 2 1 53 2 3 195 35 315

大野 19 1 4 54 1 187 14 280

冷水 8 1 3 22 34

亀川 26 1 1 65 4 258 4 359

巽 24 2 1 45 3 2 220 6 303

中野上 7 2 1 24 105 2 141

南野上 2 2 14 38 56

北野上 8 1 24 1 134 3 171

下津 1 14 1 2 44 1 129 9 201

大崎 10 6 32 168 8 224

塩津 1 5 10 20 36

加茂 4 1 24 81 3 113

仁義 1 2 1 6 26 36

阪和道 6 1 1 8

管外 1 1 1 9 12

計 2 2 212 25 13 493 9 12 2,019 283 3,070

急
 
 
病

そ

の

他

計

※　事故種別　その他には、転院搬送・医師搬送・資器材等輸送・その他が含まれる

【地区別出場件数】

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
 
 
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

360

421

315
280

34

359

303

141

56

171
201

224

36

113

36
8 1250

100

150

200

250

300

350

400

450

黒
江

日
方

内
海

大
野

冷
水

亀
川

巽 中
野
上

南
野
上

北
野
上

下
津

大
崎

塩
津

加
茂

仁
義

阪
和
道

管
外

【地区別出場件数分布】
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事故
種別

署所別

海南署 2 144 11 8 277 8 10 1,172 248 1,880

下津署 2 39 8 3 111 1 413 22 599

東出張所 29 6 2 105 2 434 13 591

計 2 2 212 25 13 493 9 12 2,019 283 3,070

＜管内医療機関＞

【署・所別出場件数】

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
 
 
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

急
 
 
病

そ

の

他

計

※　事故種別　その他には、転院搬送・医師搬送・資器材等輸送・その他が含まれる

【搬送先医療機関】

  恵友病院 407

  辻秀輝整形外科 137

医療機関名 人  員

  海南医療センター 655

  石本病院 105

  その他（管内） 14

計 1,318

＜管外医療機関＞

医療機関名 人  員

  和歌山県立医大病院 895

  日赤和歌山医療センター 304

  誠佑記念病院 14

  野上厚生病院 177

  その他（県内） 205

  その他（県外） 1

計 1,596
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事故
種別

曜日別

日曜日 17 1 4 75 2 1 264 18 382

月曜日 40 5 2 75 3 1 310 42 478

火曜日 35 5 1 72 1 280 56 450

水曜日 1 25 4 2 73 1 2 296 36 440

木曜日 1 1 29 5 68 1 3 285 50 443

金曜日 33 2 2 58 1 275 48 419

土曜日 1 33 3 2 72 2 3 309 33 458

計 2 2 212 25 13 493 9 12 2,019 283 3,070

急
 
 
病

そ

の

他

計

※　事故種別　その他には、転院搬送・医師搬送・資器材等輸送・その他が含まれる

【曜日別出場件数】

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
 
 
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

382

478
450 440 443

419
458

200

400

600

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

【曜日別出場件数分布】
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事故
種別

覚知別

119（固定） 1 2 1 81 1 320 86 492

119（携帯） 1 1 180 17 11 283 4 8 1,042 23 1,570

119（ＩＰ） 14 7 2 109 2 2 576 171 883

一般加入電話
（固定）

3 8 2 13 1 27

一般加入電話
（携帯）

2 1 17 1 21

警察電話 6 2 1 4 1 14

駆付け 1 7 42 50

専用回線 1 3 4

自己覚知 1 5 1 2 9

衛星１１９

緊急メール

緊急ＦＡＸ

その他

計 2 2 212 25 13 493 9 12 2,019 283 3,070

　　　　※　専用回線は高速専用電話・企業専用電話をいう

急
 
 
病

そ

の

他

計

※　事故種別　その他には、転院搬送・医師搬送・資器材等輸送・その他が含まれる

【覚知別出場件数】

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
 
 
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1
1
9
（
固
定
）

1
1
9
（
携
帯
）

1
1
9
（
Ｉ
Ｐ
）

一
般
加
入
電
話

（
固
定
）

一
般
加
入
電
話

（
携
帯
）

警
察
電
話

駆
付
け

専
用
回
線

自
己
覚
知

衛
星
１
１
９

緊
急
メ
ー
ル

緊
急
Ｆ
Ａ
Ｘ

そ
の
他

492

1,570

883

27 21 14
50

4 9 0 0 0 0

【覚知別出場件数分布】
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事故
種別

時間別

 0～2 5 16 1 3 101 5 131

 2～4 6 3 85 3 97

 4～6 16 76 1 93

 6～8 8 1 33 135 1 178

 8～10 33 6 2 80 1 249 20 391

10～12 48 5 1 62 2 233 79 430

12～14 27 2 1 56 2 205 74 367

14～16 1 19 9 1 46 1 1 186 30 294

16～18 1 31 1 3 69 1 212 38 356

18～20 30 1 4 54 1 2 227 18 337

20～22 6 1 34 1 2 180 8 232

22～24 1 1 5 21 130 6 164

計 2 2 212 25 13 493 9 12 2,019 283 3,070

急
 
 
病

そ

の

他

計

※　事故種別　その他には、転院搬送・医師搬送・資器材等輸送・その他が含まれる

【時間別出場件数】

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
 
 
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

131
97 93

178

391
430

367

294

356
337

232

164

100

200

300

400

500

0～2 2～4 4～6 6～8 8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24

【時間別出場件数分布】
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10分未満 20分未満

急  病 32 201 1,346 432

【現場到着までの所要時間別出場件数】

　時間
　(分)

3分未満

3分以上  5分以上 10分以上

20分以上 計
事故
種別

5分未満

8 2,019

交  通 2 31 121 49 9 212

493

その他 2 170 140 32 2 346

一  般
負  傷

6 57 307 114 9

 60分以上

120分以上 計
事故
種別

20分未満 30分未満 60分未満 120分未満

3,070

【病院収容までの所要時間別搬送人員】

　時間
　(分)

10分未満

10分以上 20分以上 30分以上

計 42 459 1,914 627 28

4 96 335 39

2 1,915

交  通 1 43 148 15 207

急  病 17 324 1,424 148

3 2,914計 55 621 2,021 214

474

その他 33 158 114 12 1 318

一  般
負  傷
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事故
種別

程度別

死亡 2 6 2 53 1 64

重症 6 1 36 147 49 239

中等症 1 40 15 2 169 4 787 169 1,187

軽症 2 159 9 11 263 7 4 928 41 1,424

その他

計 2 1 207 25 13 474 7 10 1,915 260 2,914

※　事故種別　その他には、転院搬送・医師搬送・資器材等輸送・その他が含まれる

※　重症（3週間以上の入院）・中等症（3週間未満の入院）・軽症（入院を要しない）

【事故種別傷病程度別搬送人員】

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
 
 
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

急
 
 
病

そ

の

他

計

2

1

207

25

13

474

7

10

1,915

260

火 災

自然災害

水 難

交 通

労働災害

運動競技

一般負傷

加 害

自損行為

急 病

その他

【事故種別搬送人員分布】

【傷病程度別搬送人員分布】

死亡

64人
2%

重症

239人
8%

中等症

1,187人
41%

軽症

1,424人
49%

1 2 3 4
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事故
種別

区分

新生児

乳幼児 2 20 64 5 91

少　年 22 10 9 32 2 75

成　人 2 1 90 14 3 53 5 9 413 51 641

高齢者 93 11 392 2 1 1,406 202 2,107

計 2 1 207 25 13 474 7 10 1,915 260 2,914

【事故種別年齢区分別搬送人員】

火
 
 
災

自
然
災
害

水
 
 
難

交
 
 
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 
害

自
損
行
為

　　・少　年（満7歳以上、満18歳未満）

　　・成　人（満18歳以上、満65歳未満）

　　・高齢者（満65歳以上）

急
 
 
病

そ

の

他

計

※　事故種別　その他には、転院搬送・医師搬送・資器材等輸送・その他が含まれる

※　・新生児（生後28日以内）

　　・乳幼児（生後29日以上、満7歳未満）

乳幼児

91人

3%

少年

75人
3%

成人

641
人

22%

高齢者

2,107人

72%
乳幼児 少 年 成 人 高齢者

【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】

新生児

0人

0%

【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】【年齢区分別搬送人員分布】
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1 39

応急処置等項目対象搬送人員 1,915 207 474 318 2,914

【救急隊員の行った処置件数】

事故種別 急病 交通事故 一般負傷 その他 計

69

　被　　覆 7 39 106 15 167

　止　　血 9 8 41 11

　酸素吸入 470 27 37 87 621

18 170

　保　　温 47 4 11 4 66

　固　　定 13 84 55

　胸骨圧迫

　人工呼吸 1 1

　心肺蘇生 58 1 6 2 67

　　＊うち自動

　　＊うち自動 13 2 15

＊在宅療法継続（点滴） 1 1

＊ショックパンツ

＊在宅療法継続（その他） 32 4 36

＊心音・呼吸音聴取 587 94 117 58 856

＊血圧測定 1,810 204 451 311 2,776

＊心電図測定 1,191 64 92 165 1,512

＊血中酸素飽和度測定 1,853 206 467 317 2,843

　　＊うち経鼻ｴｱｳｪｲ 2 1 3

　気道確保 85 3 7 4 99

　　＊うちﾗﾘﾝｹﾞｱﾙﾏｽｸ等 48 1 4 53

　　＊うち喉頭鏡、鉗子等 1 1

＊除細動 6 6

　　＊うち気管挿管 3 2 5

310 2,852

＊薬剤投与 17 1 18

＊静脈路確保 59 3 7 2 71

＊エピペン投与

＊血糖測定 36 1 1

＊在宅療法継続（外瘻） 3 3

　　　 7　うち気管挿管とは、気道確保実施のうち挿管チューブを使用した件数。

　　　 6　うちﾗﾘﾝｹﾞｱﾙﾏｽｸ等とは、気道確保実施のうちﾗﾘﾝｹﾞｱﾙﾏｽｸ等を使用した件数。

　　　 5　うち喉頭鏡、鉗子等とは、気道確保実施のうち喉頭鏡、鉗子等を使用した件数。

　　　 4　うち経鼻エアウェイとは、気道確保実施のうち経鼻エアウェイを使用した件数。

　　　 3　うち自動とは、心肺蘇生実施のうち自動式心マッサージ器を使用した件数。

　　　 2　＊印は、平成 3年より順次拡大された応急処置内容。

（注） 1　応急処置対象人員と処置内容の計は、1人につき複数の応急処置を行う為一致しない。

応
　
急
　
処
　
置
　
等
　
項
　
目

＊ブドウ糖投与 7 7

　その他応急処置 1,884 198 460
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【救助の部】
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　　　事故種別による出動状況は、交通事故20件、その他の事故 17件、建物等による事故 8件、

　　水難事故 2件、ガス及び酸欠事故 1件となっています。

4.　救助救出人員

　　　救助救出人員は、交通事故 16名、その他の事故 11名、建物等による事故 4名、

　　水難事故 2名となっています。

2.　活動件数及び活動人員

　　　出動件数48件の内、31件が救助隊員の活動した件数となっています。

　　　活動人員については延べ207名となっています。

3.　事故種別

　　　令和7年中の出動件数は48件です。前年度に比べ3件減少しています。

【救助概況】

　消防機関の行う人命の救助とは、火災・交通事故・水難事故・自然災害や機械による事故等から、

人力や機械力等を用いてその危険を排除し、安全な場所に救助する活動をいう。

1.　出動件数
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【前年との比較】

年別比較
令和　6　年 令和　7　年 増　　減

区　分

救　助　活　動　人　員 241 207 -34

救　助　救　出　人　員 34 33 -1

出　 　動　　件　 　数 51 48 -3

活　 　動　　件　　 数 33 31 -2

3 2 -1

風水害等自然災害

事
故
種
別
別
救
助
出
動
件
数

火　　　　　災

交　通　事　故 17 20 3

水　難　事　故

ガス及び酸欠事故 1 1

破　裂　事　故

機械による事故 2 -2

建物等による事故 12 8 -4

合
計

黒
江

日
方

内
海

その他の事故 16 17 1

救助活動人員とは、実際に救助活動を行った人員をいう。

救助救出人員とは、救助隊員が救出した人員をいう。

阪
和
道

管
外

地区区分

月別

加
茂

仁
義

 1月

北
野
上

下
津

大
崎

塩
津

大
野

冷
水

亀
川

巽
中
野
上

南
野
上

 8月

 9月

10月

11月

12月

合　計

 2月

 3月

 4月

 5月

 6月

 7月

1

2 1

1

7

1 1 1

1 1 2

51

1

1

21

1 3

1 1

1 1

3

1 1 1

1

5

1

1 1

1 3

1 1

1

7

1 1

1 1 3

1 3

22

2 1 1

1 48

【月別・地区別出動件数】

5 6 1 3 3 2

7

3 6 4 3 5 3 3

1 2
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【消防団の部】

「特別表彰　まとい」

に於いて授与されました。

昭和５４年度から「特別表彰まとい」の表彰制度が創設され、以降、全国の消

防団の中から毎年厳しい選考基準を満たした優良消防団１０団に対し授与され

るもので、消防団にとっては最高の栄誉とされています。

海南市消防団は、永年に亘る消防団活動が顕著であることから、その功績が認

められ、全国２，５５２消防団の中から、平成１９年２月８日、日本消防会館
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【旧海南市消防団の歩み】

明治 27 年 5 月 黒江・日方・内海各町と大野村に消防組を設置する。

4 月

黒江・日方・内海各町と大野村の合併により海南市が誕生し、ポンプ（ガソ

リンポンプ、蒸気ポンプ、手押しポンプ）合わせて１０台と消防組員２５０

4 月

昭和 9 年

昭和 14 年

5 月

昭和 22 年

5 月

2 月

5 月

6 月

4 月

消防装備（ポンプ車５台・小型動力ポンプ付積載車２４台〔軽積載車７台含

む〕小型動力ポンプ１台）を配備

加茂村市坪消防組を設置する。

浜中村消防組設置

【旧下津町消防団の歩み】

月

下津町消防団に改名される。

１団本部 ・５分団 ・定員数２８０名(実数２８０名)で組織

消防装備（ポンプ車７台・小型動力ポンプ付積載車１６台〔軽積載車１４台

7

消防団常備部を廃止、１消防本部・１消防署・１消防団となる。

亀川・巽・中野上・南野上・北野上各村の合併により消防団においては５分

団加えられ、１０分団７１３名となりポンプ３８台（手引動力ポンプ１１台

小型動力ポンプ２６台・蒸気ポンプ１台）となり、消防力が強化された。

消防団員の定員７１３名から５０３名に改正する。

１団本部 ・１０分団 ・定員数５０３名(実数４５２名)で組織

名により組織され海南市消防組として発足する。

消防組から警防団に改名する。

警防団から消防団に改名し現在に至る。

黒江・日方・内海・大野各分団へ冷水分団が加わり５分団となる。

月

4 月

5 月

3 月

4 月

年

昭和

4

4

昭和

昭和 23

平成

昭和

昭和 年

昭和 22 年

昭和

普通積載車２台〕小型動力ポンプ６台）を配備

大崎村公設消防組設置

仁義村公設消防組設置

塩津村公設消防組設置

旧下津町、大崎村、塩津村、加茂村、仁義村に警防団設置

警防団から消防団に改名し現在に至る。

旧下津町・大崎村・塩津村・加茂村・仁義村の合併により下津町となる。

24 年

30 年

16 年

31 年

14

年

昭和 8 年

慶応 2 年

大正 13 年

昭和 7 年

平成 16 年

昭和 30 年

昭和 30 年
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【海南市消防団の歩み】

平成 17 年 4 月 海南市・下津町の市町合併により消防団においては、１団本部・１５分団

消防装備（ポンプ車１２台・小型動力ポンプ付積載車４０台〔軽積載車２１

定数７３３名（実数７３１名）の組織となる。

12 月 小型動力ポンプ付軽積載車を南野上分団上谷班に更新配備

台含む〕小型動力ポンプ７台）を配備

平成 19 年 1 月 小型動力ポンプ付積載車を北野上分団孟子班に更新配備

小型動力ポンプ付積載車を大野分団に更新配備

2 月 日消特別表彰「まとい」授彰式　日本消防会館

小型動力ポンプ付軽積載車を南野上分団赤沼海老谷班に更新配備

仁義分団引尾班　器具置場完成

平成 21 年 3 月 中野上分団第２班　器具置場完成

南野上分団野上新　器具置場完成

平成 22 年 3 月 日方分団　器具置場完成

普通積載車を下津分団脇ノ浜班に更新配置

平成 23 年 3 月 仁義分団曽根田　器具置場完成

普通積載車を下津分団西ノ浦班に更新配置

普通積載車を下津分団新田班に更新配置

3 月 北野上分団七山第２　器具置場完成

平成 24 年 2 月 消防ポンプ自動車を大崎分団三郷班に更新配備

小型動力ポンプ付軽積載車を巽分団東畑班に更新配備

南野上分団ひや水　器具置場完成

小型動力ポンプ付普通積載車を仁義分団曽根田班に更新配備

平成 25 年 3 月 消防ポンプ自動車を加茂分団橘本班に更新配備

3 月 下津分団新田　器具置場完成

平成 26 年 1 月 消防ポンプ自動車を下津分団上班に更新配備

2 月 消防ポンプ自動車（総務省消防庁より無償貸与）を亀川分団且来班に配備

1 月 小型動力ポンプ付軽積載車を日方分団に更新配備

12 月 小型動力ポンプ付軽積載車を中野上分団溝の口班に更新配備

平成 27 年

平成 30 年

小型動力ポンプ付軽積載車を内海分団に更新配備

3 月 北野上分団原野　器具置場完成

12 月 小型動力ポンプを亀川分団岡田班に更新配備

小型動力ポンプを加茂分団中班に更新配備

平成 31 年 1 月 小型動力ポンプ付軽積載車を巽分団重根班に更新配備

小型動力ポンプ付軽積載車を中野上分団沖野々班に更新配備

小型動力ポンプ付軽積載車を南野上分団野上新班・次ケ谷班に更新配備

3 月

小型動力ポンプ付軽積載車を北野上分団原野班・七山２班に更新配備

亀川分団且来　器具置場完成
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小型動力ポンプ付軽積載車を大崎分団戸坂班に更新配備

小型動力ポンプ付軽積載車を加茂分団沓掛班に更新配備月2

3 月 冷水分団　器具置場完成

小型動力ポンプ付軽積載車を加茂分団市坪班に更新配備

小型動力ポンプを大崎分団方北班に更新配備

小型動力ポンプを黒江分団北ノ丁に更新配備

令和 8 年 1 月

黒江分団北ノ丁　器具置場完成

小型動力ポンプ付軽積載車を仁義分団引尾班に更新配備

令和 7 年 3 月 小型動力ポンプ付軽積載車を下津分団小原班に更新配備

12 月 南野上分団次ケ谷　器具置場完成

10 月 亀川分団　全国消防操法大会　ポンプ車の部　出場（宮城県）

7 月 亀川分団　県消防操法大会　ポンプ車の部　優勝

令和 6 年 4 月 海南市消防団女性部発足

小型動力ポンプを加茂分団下･小･梅班に更新配備

小型動力ポンプ付軽積載車を加茂分団大窪班に更新配備

令和 6 年 2 月 小型動力ポンプ付軽積載車を下津分団小畑班に更新配備

小型動力ポンプ付軽積載車を塩津分団に更新配備

小型動力ポンプ付軽積載車を大崎分団大崎６班に更新配備

小型動力ポンプを巽分団扱沢班に更新配備

令和 5 年 3 月 亀川分団小野田　器具置場完成

令和 4 年 3 月 内海分団　器具置場完成

南野上分団九品寺　器具置場完成

令和 3 年 3 月 中野上分団沖野々　器具置場完成

小型動力ポンプを北野上分団孟子班、野尻・別院班に更新配備

小型動力ポンプを南野上分団赤沼・海老谷班に更新配備

11 月 小型動力ポンプを亀川分団小野田班に更新配備

消防ポンプ自動車を北野上分団七山１班に更新配備

令和 2 年 10 月 消防ポンプ自動車を冷水分団に更新配備

巽分団阪井　器具置場完成

3 月 黒江分団　器具置場完成

消防ポンプ自動車を巽分団阪井班に更新配備

令和 2 年 2 月 亀川分団岡田　器具置場完成

小型動力ポンプを北野上分団高津班に更新配備

12 月 消防ポンプ自動車を黒江分団に更新配備

小型動力ポンプを南野上分団九品寺班に更新配備

小型動力ポンプを中野上分団野上中班に更新配備

令和 元 年 8 月 小型動力ポンプを亀川分団多田班に更新配備
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小型動力ポンプ付き軽積載車 

（大崎分団戸坂班、加茂分団市坪班、加茂分団沓掛班 配備） 

小型動力ポンプ 

（大崎分団方北班 配備） 
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年 和歌山県知事 竿頭綬

【海南市・消防団表彰歴】

平成 18 年 日本消防協会長 特別表彰（まとい）

29

【旧海南市・消防団表彰歴】

平成 23 年 和歌山県知事 表彰旗  

平成 24 年 日本消防協会長 表彰旗  

平成 27 年 日本消防協会長 竿頭綬

平成

昭和 31 年 日本消防協会長 竿頭綬

昭和 30 年 和歌山県知事 竿頭綬

昭和 33 年 日本消防協会長 表彰旗   

昭和 32 年 国家消防本部長     竿頭綬

昭和 36 年 消防庁長官 表彰旗 

昭和 33 年 和歌山県知事   竿頭綬

平成 7 年

日本消防協会長 竿頭綬平成

昭和 61 年 日本消防協会長 竿頭綬

4 年

和歌山県消防協会 表彰旗 

【旧下津町・消防団表彰歴】

昭和 28 年

昭和 27 年

昭和 33 年

昭和 31 年

昭和 38 年

昭和 33 年

昭和 44 年

昭和 38 年

昭和 62 年

昭和 58 年

平成

竿頭綬

竿頭綬

特別表彰（まとい）

2

竿頭綬

竿頭綬

表彰旗 

竿頭綬

竿頭綬

表彰旗 

竿頭綬

竿頭綬

和歌山県消防協会

和歌山県消防協会

日本消防協会長

日本消防協会長

和歌山県消防協会年

日本消防協会長

日本消防協会長

日本消防協会長

和歌山県消防協会

和歌山県消防協会

消防庁長官 

平成 31 年 和歌山県消防協会総裁 表彰旗  

令和 6 年 国土交通大臣 水防功労者国土交通大臣表彰  

令和 7 年 和歌山県知事 表彰旗  
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　　　　　　　　　ポンプ車操法の部　　      出　場

昭和 49 年 全国消防ポンプ操法大会

　　　　　　　　　ポンプ車操法の部　　      優　勝

昭和 49 年 和歌山県消防ポンプ操法大会

　　　　　　　　　小型ポンプ操法の部　　    出　場

昭和 47 年 全国消防ポンプ操法大会

　　　　　　　　　小型ポンプ操法の部　　    優　勝

【旧下津町・消防操法大会成績】

昭和 47 年 和歌山県消防ポンプ操法大会

　　　　　　　　　ポンプ車操法の部　　      出　場

平成 6 年 全国消防ポンプ操法大会

　　　　　　　　　ポンプ車操法の部　　      優　勝

平成 6 年 和歌山県消防ポンプ操法大会

　　　　　　　　　ポンプ車操法の部　　      第３位

平成 4 年 和歌山県消防ポンプ操法大会

　　　　　　　　　ポンプ車操法の部　　      第３位

【旧海南市・消防操法大会成績】

昭和 51 年 和歌山県消防ポンプ操法大会

昭和 63 年 和歌山県消防ポンプ操法大会

　　　　　　　　　小型ポンプ操法の部　　    第３位

　　　　　　　　　ポンプ車操法の部　　      第３位

【海南市・消防操法大会成績】

令和 4 年 和歌山県消防操法大会

令和 6 年 和歌山県消防操法大会

　　　　　　　　　ポンプ車操法の部　　      優　勝

令和 6 年 全国消防操法大会

　　　　　　　　　ポンプ車操法の部　　      出　場
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月 31 日 山　田　滿　秀

（昭和24年3月7日～昭和26年8月31日消防長と兼務）
川　端　百　三

月 12 日 竹　中　　　昇

平成 8 年 6 月 13 日～ 年 3

月 31

平成 7 年 9 月 1 日

3 年昭和 42 年 9 月 1 日～ 平成

平成 17

～ 平成

～ 平成 7 年 8

8 年 6

森　下　庸　三

4 年 9 月 30 日 北　口　孝　一

8 月 31

立　石　量　昭

平成 3 年 9 月 1 日～ 平成

平成 4 年 10 月 1 日

年 9 月 14日～ 昭和 日

日

日

藤　田　賢　一

昭和 32 年 9 月 15 日～ 昭和 42 年 8 月 31 日 川　口　為　助

昭和 28 年 9 月 15 32

宮　﨑　雅　夫

【旧海南市・歴代消防団長】

昭和 22 年 9 月 15 日～ 昭和 28 年 9 月 14

年 8 月 16 日 藤　本　敏　弘

平成 27

平成 17 年 4 月

日

年 8 月

年 8 月 31 日

平成 23 年 9 月 1 日～ 平成 27

【海南市歴代消防団長】

【旧下津町・歴代消防団長】

在　　任　　期　　間 氏　　名

在　　任　　期　　間

山　田　滿　秀

氏　　名

平成 19 年 9 月 1 日～ 平成 23

1 日～

31 日

平成 19

在　　任　　期　　間 氏　　名

昭和 30 年 2 月 1 日～ 昭和 32 年 2 月 28 日 宮　本　徳　門

昭和 32 年 3 月 1 日～ 昭和 46 年 3 月 31 日
土　田　幸一郎

（昭和34年12月23日～昭和46年3月31日消防長と兼務）

昭和 46 年 4 月 1 日～ 昭和 53 年 4 月 30 日 寺　本　甚　八

年 5 月 29 日 島　本　　　浩

昭和 59 年 6 月 1 日～ 平成 8 年 11 月 30 日 橋　爪　成　記

昭和 53

年 12 月 1 日～ 平成

59年 5 月 1 日～ 昭和

14 年 4 月 14 日 森　田　典　雄

平成 14 年 4 月 15 日～ 平成 17 年 3 月 31 日 橋　爪　健　二

平成 8

岡　室　孝　明年 9 月 1 月～
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第1班
第2班

興班

（ 20 名 ）
塩津分団

（ 28 名 ）
曽根田班

仁義分団 引尾班

中班
青枝班

下小梅班

加茂分団
沓掛班

小松原班

大窪班

（ 70 名 ）
橘本班

大崎第６班
大崎第７班

市坪班

大崎分団 方北班
方南班

丸田班

（ 68 名 ）
戸坂班

小原班
小畑班

三郷班

下津分団 脇ノ浜班
上班

西ノ浦班

（ 72 名 ）
新田班

第6班
第7・8班

鰈川班

北野上分団
第4班
第5班

第1・2班

（ 75 名 ）
第3班

南野上分団 次ヶ谷班
南部班

野上新班

（ 36 名 ） 九品寺班

名 ）

中野上分団 第2班
第3班

第5班

（ 35 名 ）
第1班

実　員 （ 651 名 ）

第4班

条例定数 （ 733 名 ） 第1班

（ 73
第2班

巽分団 第3班
第4班

亀川分団
第2班
第3班

（ 50 名 ）
第1班

第1班
第2班

第2班

（ 21 名 ）
冷水分団

第2班

（ 16 名 ）
大野分団

第1班

第1班
団　長

（ 5 名 ） （

（ 1 名 ） 日方分団

副団長 20 名 ）
内海分団

第1班

第2班

女性部 （ 15 名 ）

【消防団の組織】
令和8年4月1日　現在

（ 23 名 ）
第1班

黒江分団団本部 第2班

（ 23 名 ）

第3班
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6
ポ ン プ

小 型 動 力
4 1

8
自　動　車

小型動力ポンプ
6 3 7 3 1 42

付 積 載 車

消防ポンプ
1 1 1

計

実　　　員 72 68 70 28 20 651

所　　　属 下津 大崎 加茂 仁義 塩津

小 型 動 力
1

ポ ン プ

3 4 5
小型動力ポンプ

1 1 1
付 積 載 車

6 23 23 20 16 21 50 73

3 4

1 1 1 1
消防ポンプ

1
自　動　車

35 36 75

巽 中野上

１ 回 300円 消防器具置場

１ 回 400円 消防水利

【消防団員地区別人員及び器具等配置状況】
令和8年4月1日　現在

所　　　属 団本部 黒江 日方 内海 大野 冷水 亀川 南野上北野上

実　　　員

車 両 の 点 検
施 設 の 整 備

１ 回 400円 消防ポンプ自動車

１ 回 300円 小型ポンプ自動車

１ 回 100円 小型動力ポンプ

災 害 及 び 警 戒
１  回

2,000円 1時間増毎1,000円加算
（１時間以内）

訓 練 １ 回 3,500円

年　　額 26,000円

出動報酬

区　　　　　　分 支給単位 金額 摘　　　　要

お部 長お 年　　額 31,000円

お班 長お 年　　額 28,000円

女性部

15

【消防団員報酬】
令和8年4月1日　現在

年額報酬

区　　　　　　分 支給単価 金　　　額

1 分 団 長 1 年　　額 43,000円

副 分 団 長 年　　額 36,000円

お団 長お 年　　額 81,000円

1 副 団 長 1 年　　額 63,000円

お団 員お
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１８～２０

２１～２５ 1 4 5

２６～３０ 10 10

３１～３５ 2 20 22

３６～４０ 8 42 50

４１～４５ 2 3 7 72 84

４６～５０ 1 2 2 5 16 94 120

５１～５５ 2 3 3 15 103 126

５６～６０ 1 5 3 5 8 79 101

６１以上 1 3 6 5 6 5 107 133

合　計 1 5 15 15 22 62 531 651

5年未満 1 3 92 96

5年以上
１０年未満

1 17 99 117

１０年以上
１５年未満

1 3 4 3 14 79 104

１５年以上
２０年未満

1 6 11 92 110

２０年以上
２５年未満

4 2 4 10 62 82

２５年以上
３０年未満

4 2 4 4 36 50

３０年以上 1 4 4 6 3 3 71 92

合　計 1 5 15 15 22 62 531 651

平均年齢 51.8 歳

【勤続年数別・階級別消防団員数】
令和8年4月1日　現在

部　長 班　長 団　員 合　計
年数

階級
団　長 副団長 分団長 副分団長

【年齢別・階級別消防団員数】
令和8年4月1日　現在

階級
団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

年齢
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【消防団の施設　①】

令和8年4月1日　現在

分　　団 用　途 所　在　地 構　造
器具置場面積（㎡）

完成年月
警鐘台の高さ（ｍ）

R 7. 3器具置場 黒江477番地3 アルミ合材平屋 4.12

H22. 3

内海分団 器具置場 名高338番地5 鉄 骨 2 階 89.43 R 4. 3

日方分団 器具置場 山崎町二丁目2番地11 鉄 骨 2 階 48.00

亀川分団

1班 器具置場 且来272番地 鉄 骨 2 階 52.00 H31. 3

S59. 2

冷水分団 器具置場 鉄 骨 2 階 58.00 R 8. 3

大野分団 器具置場 大野中600番地11 鉄 骨 2 階 51.00

2班 器具置場 岡田772番地6 鉄 骨 2 階 48.00 R 2. 2

4班 器具置場 小野田865番地2 鉄 骨 2 階 35.00 R 5. 3

3班 器具置場 多田33番地2 鉄 骨 2 階 50.99 H 7. 3

冷水1032番地4

S43.11

H 8. 2

5班
器具置場

扱沢386番地
ブロック造平屋 16.33 S52. 8

警 鐘 台 鉄 骨 造 8.75

鉄 骨 2 階

1班 器具置場 阪井757番地7 鉄 骨 2 階 48.00

12.05

3班

2班
S49. 3

R 2. 2

器具置場 重根440番地5 鉄 骨 2 階 48.00 H17. 2

警 鐘 台 重根1210番地1 鉄 骨 造

器具置場 黒江695番地 鉄 骨 2 階 52.00 R 2. 3
　 黒江分団

巽分団
器具置場 鉄 骨 2 階 44.77

警 鐘 台 ステンレス 製 4.50

東畑477番地

東畑774番地 H 1. 2

4班 器具置場 別所778番地9 50.99

S62. 3
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中野上分団

1班
器具置場

溝ノ口45番地13
ﾌﾞﾛｯｸ造2階木造 27.30

【消防団の施設　②】

令和8年4月1日　現在

分　　団 用　途 所　在　地 構　造
器具置場面積（㎡）

完成年月
警鐘台の高さ（ｍ）

H21. 3

3班 器具置場 沖野々467番地9 鉄 骨 2 階 48.00 R 3. 3

S40.10

警 鐘 台 鉄 骨 造 10.45 S33.10

2班 器具置場 野上中101番地1地先 鉄 骨 2 階 48.00

H22. 3野上新班 器具置場 野上新734番地3 鉄 骨 2 階 48.00

器具置場  木　造　1　階

南部班 器具置場 ひや水595番地4 鉄 骨 1 階 39.20

49.94次ヶ谷201番地

九品寺班 器具置場 九品寺463番地5 鉄 骨 2 階 48.00 R 3. 3

H24. 3

R 6.12

鉄 骨 2 階 48.00 S50.11

次ヶ谷班

北野上分団

1・2班 器具置場 原野326番地2 鉄 骨 1 階 44.00 H30. 3

3班
器具置場

4班 器具置場 七山936番地1 鉄 骨 1 階 37.30 H24. 3

七山82番地5

南野上分団

鉄 骨 2 階 48.00 S48. 9

警 鐘 台 鉄 骨 造 12.15 S45. 1

6班 器具置場 孟子554番地 鉄 骨 2 階 51.00 S58. 3

5班
器具置場

高津628番地
警 鐘 台 鉄 骨 造 12.05 S48. 9

7･8班
器具置場

野尻10番地2
鉄 骨 2 階 49.40 S56.10

警 鐘 台 鉄 骨 造 12.00 H 3. 1



- 82 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩津分団 塩津班 器具置場 塩津123番地10 ブ ロ ッ ク 造 1 階 35.36 S59. 2

引尾班 器具置場 引尾28番地3 鉄 骨 2 階 48.00 H21. 3仁義分団

興班 器具置場 興52番地 鉄 骨 1 階 14.40

曽根田班 器具置場 曽根田993番地5 鉄 骨 1 階 40.00 H23. 3

沓掛班 器具置場 沓掛420番地1 鉄 骨 1 階 13.20

下・小・梅班 器具置場 小南37番地13 鉄筋コンクリート2階 54.02 S62. 3

S62.12

S61.12

市坪班 器具置場 市坪270番地 鉄筋コンクリート1階 17.92 S61.12

中班 器具置場 中378番地2地先 鉄筋コンクリート1階 40.70 H 3. 2

青枝班 器具置場 青枝411番地1 鉄筋コンクリート1階 17.92 S61.12

S58.12

方班 器具置場 方385番地7 鉄筋コンクリート2階 54.02 S62.12

加茂分団

大窪班 器具置場 大窪16番地25 鉄筋コンクリート1階 17.92

橘本班 器具置場 橘本968番地4 鉄筋コンクリート2階 55.22 S61. 3

小松原班 器具置場 小松原30番地1 鉄筋コンクリート2階 54.02

S62. 3

戸坂班 器具置場 丸田1120番地45 鉄筋コンクリート2階 55.22 S61. 3

大崎分団

三郷班 器具置場 丸田238番地10 鉄筋コンクリート2階 54.02

戸坂班 器具置場 丸田1132番地4 ブ ロ ッ ク 造 1 階

大崎班 器具置場 大崎951番地12 鉄筋コンクリート2階 55.22 S61. 3

4.62

脇の浜班 器具置場 下津27番地14 鉄筋コンクリート2階 55.22 S61. 3

小畑班 器具置場 小畑449番地6 鉄筋コンクリート2階 38.40 S61.12

上班 器具置場 上231番地4 鉄筋コンクリート2階 55.22 S61. 3

西の浦班 器具置場 下津2095番地4 ブ ロ ッ ク 造 1 階 29.40

下津分団

鰈川班 器具置場 鰈川191番地4 鉄筋コンクリート2階 38.40

新田班 器具置場 下津1293番地5 鉄 骨 1 階

小原班 器具置場 小原1440番地1 鉄筋コンクリート2階 38.40 S61.12

47.40 H26. 3

【消防団の施設　③】

令和8年4月1日　現在

分　　団 用　途 所　在　地 構　造
器具置場
面積（㎡）

完成年月

S61.12
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市単：単独事業　  石油：石油備蓄補助 　 防災：防災まりづくり事業　  国補：国庫補助  　県補：県費補助

積 載 車

積 載 車

積 載 車

積 載 車

積 載 車

積 載 車

積 載 車

積 載 車

積 載 車

3班

4班

5班

亀
川

巽

トーハツ
B-2 級

起債
あ 2296 R 5. 3

積 載 車

1班

2班

3班

4班

1班

2班

日
方

内
海

大
野

冷
水

スバル 650

シバウラ
B-3 級

石油
あ  110 H18.12

和歌山880
H17.12 石油 マツダ 650

和歌山 80
H15. 1 市単

シバウラ
B-3 級

石油
あ 1047 H24. 3

和歌山880
H24. 3

石油
起債

三菱 650

トーハツ
B-3 級

起債
あ 2085 H31. 1

和歌山880
H30.12 起債 ダイハツ 650

す 2105 消 防 車

和歌山800
R 1.12 起債 トヨタ

CD-Ⅰ 型
2,980

トーハツ
B-2 級

起債
さ  726 R 2.11

和歌山800
H12. 1 国補 日産 1,780

シバウラ
B-2 級

起債
さ 2139 R 1. 8

和歌山800
H13. 9 防災 マツダ 1,780

トーハツ
B-3 級

コミュ
さ 1603 H30.12

和歌山800
H13. 1 防災 日産 1,780

す   89 消 防 車

和歌山800
H27. 2 貸付 日野

CD-Ⅰ 型
4,000

す 2515 消 防 車

和歌山800
R 2.10 起債 トヨタ

CD-Ⅰ 型
2,980

シバウラ
B-3 級

石油
さ 5364 H18.12

和歌山800
H17.12 石油 マツダ 1,780

シバウラ
B-3 級

石油
あ 1966 H30. 1

和歌山880
H30. 1

石油
起債

スズキ 650

北ノ丁

シバウラ
B-3 級

石油
あ 1965 H30. 1

和歌山880
H30. 1

石油
起債

スズキ 650

事業別

トーハツ
B-2 級

起債
R 7. 3

車名 型式 排気量

　　 コミュ：コミュニティ助成事業　  起債：緊急防災減災事業債等の地方債　   　

トヨタ起債
CD-Ⅰ 型

消 防 車
2,980

【消防団車両配備状況　①】

令和8年4月1日　現在

和歌山800

す 2104
R 1.12

分団名

黒
　
江

小型動力
級別

購入年月
事業別登録番号 登録年
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南
野
上

北
野
上

市単：単独事業　  石油：石油備蓄補助 　 防災：防災まりづくり事業　  国補：国庫補助  　県補：県費補助

　　 コミュ：コミュニティ助成事業　  起債：緊急防災減災事業債等の地方債　   　

起債

シバウラ

積 載 車

積 載 車

積 載 車

中
野
上

1,780 トーハツ
B-2 級

起債
さ 2084 R 2.11

7･8班
和歌山800

H13. 8 防災 マツダ 積 載 車

1,780 トーハツ
B-2 級

4班
和歌山880

H30.12 起債 起債

さ 6196 R 2.11

B-2 級
起債

さ 1602 R 1. 8

6班
和歌山800

H19. 1 石油 マツダ 積 載 車

5班
和歌山800

H13. 1 防災 日産 積 載 車 1,780

す 2514 消 防 車

あ 2082 H31. 1

B-3 級
ダイハツ 積 載 車 650 トーハツ

起債
あ 2083 H31. 1

B-2 級
起債

あ  262 R 2.11

3班
和歌山800

R 2.10 起債 トヨタ

1･2班
和歌山880

H30.12 起債 ダイハツ 積 載 車 650 トーハツ
B-3 級

CD-Ⅰ 型
2,980

南部班
和歌山880

H19. 1 石油 日産 積 載 車 650 トーハツ

650 トーハツ
B-3 級

起債
あ 2078 H31. 1

次ヶ谷班
和歌山880

H30.12 起債 ダイハツ

積 載 車 1,780 シバウラ
B-2 級

起債
さ  725 R 1. 8

九品寺班
和歌山800

H12. 1 防災 日産

積 載 車 650 トーハツ
B-3 級

起債
あ 2077 H31. 1

野上新班
和歌山880

H30.12 起債 ダイハツ

積 載 車 650 トーハツ
B-3 級

起債
あ 2084 H31. 1

3班
和歌山880

H30.12 起債 ダイハツ

1班
和歌山880

H26.12
石油
起債

ダイハツ 650 シバウラ
B-3 級

石油
あ 1489 H26.12

650 シバウラ
B-2 級

起債
あ 2573 R 1. 8

2班
和歌山 80

H16.12 石油 ホンダ

【消防団車両配備状況　②】

令和8年4月1日　現在

分団名 登録番号 登録年 事業別 車名 型式 排気量 小型動力
級別

事業別
購入年月
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戸坂班（上）

B-2 級
起債

あ 2660 R 5. 3

B-3 級
石油

H14. 2

大崎6班
和歌山880

R 5. 3 起債 ダイハツ 積 載 車

あ 2148 R 8. 1

方南班

650 トーハツ
B-2 級

方北班

650 トーハツ

市単：単独事業　  石油：石油備蓄補助 　 防災：防災まりづくり事業　  国補：国庫補助  　県補：県費補助

トーハツ
B-3 級

防災
H 8.12

大崎7班

石油
あ 3067 R 8. 2

B-3 級
石油

H14. 2

石油

ラビット
B-3 級

石油
H11. 2

和歌山 80
H14. 2 石油

トーハツ

いすゞ 2,990

650 トーハツ
B-2 級

大
崎

戸坂班
和歌山880

R 8. 1 石油 ダイハツ 積 載 車

丸田班

トーハツ

ダイハツ 積 載 車

650 トーハツ
B-2 級

石油
あ 2767 R 6. 1

CD-Ⅰ 型

消 防 車さ 8734

小畑班
和歌山880

R 6. 1 石油 ダイハツ

三郷班
和歌山800

H24. 2
石油
起債

650 トーハツ
B-2 級

起債
あ 2927 R 7. 3 

小原班
和歌山880

R 7. 3 起債 ダイハツ

4,000
さ 9602

上班
和歌山800

H26. 1
石油
起債

トヨタ

石油
さ 8351 H23. 3

脇の浜班
和歌山800

H23. 3 石油 トヨタ

積 載 車 650 トーハツ
B-3 級

石油
あ 2146 H14. 2

鰈川班
和歌山 80

H14. 2 石油 ダイハツ

新田班
和歌山800

H23. 3
石油
起債

トヨタ

積 載 車 1,990 ラビット
B-3 級

ラビット
B-3 級

石油
さ 8296 H23. 3

級別
事業別

購入年月

1,990 ラビット
B-3 級

石油
さ 8295 H23. 3

　　 コミュ：コミュニティ助成事業　  起債：緊急防災減災事業債等の地方債　   　

西の浦班
和歌山800

H23. 3
石油
起債

トヨタ

【消防団車両配備状況　③】

令和8年4月1日　現在

分団名 登録番号 登録年 事業別 車名 型式 排気量 小型動力

下
津

積 載 車

積 載 車

積 載 車

積 載 車

CD-Ⅰ 型

消 防 車

1,990
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も 7621

 団本部

　　 防災広報車

和歌山500
H23. 1 寄贈 日産

普　通
乗用車

1,490

級別
事業別

【消防団車両配備状況　④】

令和8年4月1日　現在

分団名 登録番号 登録年 事業別 車名 型式 排気量 小型動力
購入年月

B-2 級

あ 2768

650 トーハツ
B-2 級

石油
あ 3066 R 8. 2

市坪班
和歌山880

R 8. 1 石油 ダイハツ 積 載 車

石油
R 6. 1

大窪班
和歌山880

R 6. 1 石油 ダイハツ 積 載 車 650 トーハツ

4,000
さ 9240

橘本班
和歌山800

H25. 3
石油
起債

トヨタ
CD-1 型

消 防 車

650 トーハツ
B-3 級

石油
あ 2153 H14. 2

小松原班
和歌山 80

H14. 2 石油 ダイハツ 積 載 車

650 トーハツ
B-3 級

石油
あ 2154 H14. 2

青枝班
和歌山 80

H14. 2 石油 ダイハツ 積 載 車

起債
あ 2152 H30.12

中班
和歌山 80

H14. 2 石油 ダイハツ 積 載 車

石油 ダイハツ 積 載 車 650 トーハツ

650 トーハツ

積 載 車

B-2 級

起債
あ 2929 R 7. 3

B-3 級
石油

あ 1859 H14. 2
650 トーハツ興班

和歌山 80
H12. 2 石油 ダイハツ 積 載 車

石油

650 トーハツ
B-2 級

起債
あ 2151 R 6. 2

あ 3064 R 8. 2

B-2 級

下・小・梅班
和歌山 80

H14. 2 石油 ダイハツ

沓掛班
和歌山880

R 8. 1

曽根田班
和歌山800

H25. 3
石油
起債

トヨタ

650 トーハツ
B-2 級

引尾班
和歌山880

R 7. 3 起債 ダイハツ 積 載 車

和歌山880
R 5. 3 起債 ダイハツ 積 載 車

1,990 ラビット
B-3 級

石油
さ 9250 H25. 3

積 載 車

　　 コミュ：コミュニティ助成事業　  起債：緊急防災減災事業債等の地方債　   　

市単：単独事業　  石油：石油備蓄補助 　 防災：防災まりづくり事業　  国補：国庫補助  　県補：県費補助

加
茂

仁
義

塩
津

ラビット
B-3 級

石油
H11. 2

２班

650 トーハツ
B-2 級

起債
あ 2661 R 5. 3

１班
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和歌山県消防学校 基礎教育派遣。

11 月

和歌山県消防学校 基礎教育派遣。

9 和歌山県消防学校 自然災害対応教育派遣。

和歌山県消防学校 専科教育機関科派遣。

12 月 年末特別警戒を３日間市内全域を巡回、防火広報を実施する。

秋季火災予防週間の期間中夜間における防火広報を実施する。

和歌山県消防学校 幹部教育 指揮幹部科 現場指揮課程 分団指揮課程派遣。

月10

7 月

月

6 月 消防職団員による水防訓練を実施する。（隔年）

県下消防操法大会に出場する。（隔年）

3 月 春季火災予防週間の期間中夜間における防火広報を実施する。

【年間行事・活動内容】

1 月 海南市消防出初式に参加。
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